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一七九二年ニュルンベルクは珍しい大雪にひっそりと沈みこんでいた。前世紀には四万人を数えた市民も、内陸部
から海洋への通商路の転換、旧態依然としたツンフト体制の支配（マニュファクチャーの名に値するものは皆無であ
った）、パトリッィーアなる象徴的な船称をもった川棚批族による火、小参小会、あらゆる行政・司法・服蜥搬機側
（１） 
の独占、そこから生ずる腐敗と停滞、これらのせいで一万人も減少していた。しかしそれでもフランヶン・クライス
のなかでは経済的、政治的そして文化的に一際そびえたつ「帝国都市」であることに変わりはなかった。ラインーマ
イン（ｌレグーーッッ）ｌドナウを結び、ザルップルクーエアフルトーライプッィヒと続く「塩の道」にあり、一一七領
代
表
か
ら
な
る
ク
ラ
イ
ス
識
会
も
徽
設
さ
れ
て
い
た
。
な
か
で
も
目
立
っ
て
い
た
の
は
、
「
た
い
て
い
の
人
々
が
特
別
な
結
社
の
中
で
の
ように自川に話せるために、居酒屋に災まっては〔識論し〕、そして何でも沢山読まれている」ことが示す自山な界
革
命
的
道
徳
性
の
弁
証
法
一四七
革命的道徳性の弁証法
の
は
じ
め
に
ｌ
フ
ラ
ン
ス
革
命
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
、
エ
ア
ハ
ル
ト
’
一
七
九
四
’
九
六
年
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
民
衆
遮
励
と
ジ
ャ
コ
パ
ン
派
エ
ア
ハ
ル
ト
ー
寺
桐
真
美
球
命
的
道
徳
性
の
弁
証
法
一四八
（２） 
Ⅲ
気
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
居
酒
臆
談
議
に
は
一
七
八
九
年
以
来
ま
っ
た
く
新
し
い
話
題
が
入
っ
て
き
て
、
ど
の
ピ
ア
ホ
１
ル
、
水
侭
術
、
ス
タ
ン
ド
も
パ
リ
の
ル
イ
一
家
と
サ
ン
キ
ュ
皿
ツ
ト
、
ウ
ィ
ー
ン
営
延
と
ベ
ル
リ
ン
の
国
王
の
動
向
で
も
ち
き
り
だ
っ
た
。
幸
い
な
ことに『平和と戦争の飛脚』は、七川一一一一一Ⅱ付パリ通信貝の手になるパスティーュ喚確の報を牧せてから、ⅡⅦＨを
除
い
て
征
Ⅱ
大
革
命
を
め
ぐ
る
内
外
の
ニ
ュ
ー
ス
を
伝
え
て
く
れ
て
い
た
し
、
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
を
は
じ
め
ラ
イ
ン
左
岸
発
行
の
．
ハ
（３） 
ン
フ
レ
ヅ
ト
額
も
秘
か
に
持
ち
込
ま
れ
、
回
し
読
み
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
パ
ト
リ
ッ
ィ
ー
ァ
や
名
士
連
、
仲
買
大
商
人
や
金
融
業
者
、
手
工
業
親
方
、
将
校
や
士
官
と
い
っ
た
お
偉
方
か
ら
、
下
は
職
人
、
徒
弟
、
小
売
商
、
日
雇
い
、
使
用
人
、
乞
食
、
さ
ら
に
は
市
壁
外
の
水
呑
百
姓
に
至
る
ま
で
、
住
民
全
部
の
な
か
に
と
び
き
り
の
話
題
を
提
供
し
た
の
は
、
町
の
同
じ
空
気
を
す
っ
て
い
る
連
中
が
夜
陰
に
乗
じ
て
町
の
あ
ち
こ
ち
に
貼
り
だ
す
手
書
き
や
、
稀
に
印
刷
さ
れ
た
ポ
ス
タ
Ｉ
、
ビ
ラ
だ
っ
た
。
こ
の
町
に
ほ
ん
の
僅
か
住
ん
だ
者
で
、
あ
の
『
赤
い
お
ん
ど
り
事
件
』
を
知
ら
な
い
者
は
誰
一
人
と
し
て
い
な
か
っ
た
。
パ
ス
テ
ィ
ー
ュ
か
ら
一
力
凡
後
の
八
月
一
三
日
朝
九
時
、
聖
口
ｌ
レ
ン
ッ
教
会
脇
の
宿
屋
「
赤
い
お
ん
ど
り
』
の
入
川
で
、
『
超
て
、
兄
弟
よ
！
起
て
、
市
民
よ
！
』
で
始
ま
る
手
書
ポ
ス
タ
ー
が
発
見
さ
れ
た
。
「
今
こ
そ
諸
君
の
、
山
、
生
ま
れ
な
が
ら
の
権
利
を
両
び
手
中
に
す
る
秋
だ
。
…
…
幸
い
に
も
今
は
、
我
ら
が
貴
族
た
る
ご
ろ
つ
き
で
愚
鈍
な
連
中
〔
パ
ト
リ
ッ
ィ
ー
ア
〕
は
誰
に
も
助
け
を
求められない．…・・・私は間く決意した一一一九人の他の市民と共に濟いあった、瀦瀦の先頭に立ち、イザとなれば人非人
（１） 
の
尚
族
の
家
に
火
と
つ
け
る
、
と
。
』
人
権
Ⅲ
自
然
権
ｕ
復
の
論
理
、
パ
ト
リ
ッ
ィ
ー
ァ
支
配
体
制
打
破
の
プ
旧
グ
ラ
ム
、
結
社
、
雅
力
を
含
む
組
織
的
行
肋
へ
の
訴
え
、
こ
れ
ら
は
今
ま
で
地
下
に
滞
っ
て
い
た
、
あ
る
い
は
弱
く
あ
る
い
は
部
分
的
に
炎
明
さ
れ
て
い
た
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
民
衆
の
声
が
一
気
に
、
し
か
も
初
め
て
ほ
と
ば
し
り
で
た
証
で
あ
っ
た
。
参
獅
会
と
響
察
は
瓢
跡
鑑
定
や
報
悩
金
の
手
段
に
も訴え必死の調査を続けるが、「事件」は迷宮入りとなった。それがまた市民の喝采をはくするのである。レーゲン
二
五
才
の
エ
ア
ハ
ル
ト
も
二
航
の
愈
味
で
岐
路
に
立
っ
て
い
た
。
針
金
細
工
親
方
の
息
子
と
し
て
一
○
年
以
上
も
父
の
許
で
兇
習
い
を
（７） 
したものの、生来の病気（鼻血と妄想）故かヴュルッ．フルク大学医学部でフォン・シーボルトの教えと援助を受け、
八月までには博士論文（アルトドルフ大学）を準備しなければなら狸哩・巾の商人ゾーリングの娘との結蛎を側近に
（９） 
擁え、Ⅲ業するのか、あるいは教授職を求め続けるのか。さらに一段と問題なのが、現下の出来小にどのよ》ワに参加
するのかだ。『純粋理性批判』を独習するなかで、あらゆる理論と制度が意思の自律性、道徳的意思に究極の根拠を
（、）
も
た
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
学
び
、
大
学
卒
業
後
の
九
○
’
九
一
年
冬
イ
ェ
ナ
で
は
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
と
、
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
で
は
カ
ン
ト
や
フ
ィ
ヒ
テ
と
、
さ
ら
に
は
シ
ラ
ー
と
語
り
あ
う
な
か
で
、
道
徳
論
を
艦
礎
に
自
然
法
の
体
系
と
立
法
論
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
革
命
的
道
徳
性
の
弁
証
法
一四九
しかしながら一七九一一年春の今、ドカ雪をも溶かしそうな二つの事件が市民の不満と期待をこれまでになく高めて
い
た
。
二
月
ア
ン
ス
パ
ッ
ハ
・
パ
イ
回
イ
ト
侯
国
付
大
臣
ハ
ル
デ
ン
ベ
ル
ク
が
、
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
を
代
表
し
て
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
市
川
を
含
め
近
郊
一
帯
に
対
す
る
領
邦
主
椛
を
要
求
す
る
勅
令
を
つ
き
つ
け
て
い
た
。
ど
う
す
る
の
か
。
二
つ
め
は
前
年
八
月
プ
ロ
イ
セ
ン
国
王
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
と
皇
帝
レ
オ
ポ
ル
ト
Ⅱ
世
が
「
フ
ラ
ン
ス
王
制
再
興
」
を
う
た
っ
た
ピ
ル
ニ
ヅ
ッ
宣
言
後
の
成
行
で
あ
る
。
サ
ン
キ
ュ
ロ
ッ
ト
軍
三
○
万
は
キ
ュ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
、
ポ
ナ
パ
ル
ト
、
デ
ュ
ム
ー
リ
エ
を
先
頭
に
ラ
イ
ン
、
ロ
ー
ス
、
モ
ー
ゼ
ル
そ
し
て
北
の
行
方
而
服
に
典
結
し
、
迎
合
爪
は
プ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
γ
イ
ク
・
リ
ュ
ー
ネ
プ
ル
ク
大
公
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
卜
を
総
司
令
官
と
（６） 
し
て
、
プ
ロ
イ
セ
ン
ー
オ
ー
ス
ト
リ
ア
川
の
反
目
は
あ
り
な
が
ら
、
戦
端
を
開
く
準
鮒
を
舎
沁
了
し
て
い
る
。
「
帝
国
都
市
」
市
民
は
ど
う
し
て
、
プ
ロ
イ
・
行励すべきか。
ス
プ
ル
ク
の
帝
国
雛
会
に
よ
る
「
当
局
に
対
す
る
臣
民
の
非
合
法
的
行
為
を
公
に
し
て
は
な
ら
ぬ
」
と
い
う
伽
し
も
何
ん
の
効
果
も
な
か
（５） 
った。
革
命
的
道
徳
性
の
弁
証
法
一五○
（皿）
と
い
う
硴
偏
も
深
ま
っ
て
き
た
。
フ
ー
フ
ン
ス
革
命
の
経
過
を
入
念
に
研
究
し
て
み
て
、
色
々
不
充
分
な
点
も
あ
る
に
は
あ
る
が
、
し
か
し
基
本
的
に
は
自
分
の
考
え
に
合
致
し
て
い
る
。
川
自
然
状
態
は
不
正
義
の
状
態
で
あ
る
。
②
人
間
が
道
徳
的
存
在
で
あ
る
か
ぎ
り
、
自
己
決定の権利とそれに直接規定される一連の権利（狭義の人椛）は誰もどんな体制も奪うことはできない。③これを相
互
に
保
祇
し
あ
い
、
人
椛
行
使
の
柵
条
件
（
広
義
の
人
椛
）
を
保
祇
す
る
の
が
市
民
社
会
で
あ
お
・
川
し
た
が
っ
て
市
民
状
態
へ
の
移
行
は人間にとっての義務なのだ。⑥もしこの保証を担保する力が受託者ではなく所有者の手に入れば、支配者は専制君
主となり、臣民は奴隷となる。逆に大多数の民衆の声に従って椛力が行使されるとき、民主制と輕怒。㈹そして今の
（凪）
所
こ
の
よ
う
な
道
徳
的
行
為
が
生
じ
て
い
る
の
は
全
世
界
の
な
か
で
フ
ラ
ン
ス
だ
け
な
の
だ
。
＊フランス革命は同時代史として全ヨーロッパを席捲した、謂わぱヨーロッパ革命であった。しかもその「波及」過程は受
肋
的
な
も
の
で
は
な
く
、
行
氏
族
、
各
国
家
の
都
市
市
民
、
知
微
人
、
民
衆
そ
し
て
鵬
氏
に
よ
る
自
作
的
な
思
想
と
皿
肋
を
発
腱
さ
せ
、
そ
れ
に
支
え
ら
れ
て
服
肌
し
た
の
で
あ
る
。
な
か
で
も
当
時
ジ
ャ
コ
パ
ン
派
と
し
て
一
柵
さ
れ
た
急
進
的
な
い
し
雌
命
的
民
主
主
義
者
た
ち
の
思
想
と
迎
助
は
、
経
済
・
社
会
・
政
胎
・
文
化
の
全
傾
城
に
わ
た
っ
て
、
民
主
主
義
の
班
念
を
独
脚
に
発
腰
さ
せ
、
か
つ
具
体
化
し
よ
う
と
努
め
る
点
で
、
異
彩
を
放
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
個
人
の
舷
大
阪
の
自
由
と
社
会
的
平
等
、
諸
民
族
の
述
滞
を
実
現
す
る
社
会
を
様
々
に
構
想
し
、
そ
の
た
め
に
行
肋
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
や
が
て
実
現
さ
れ
る
巌
木
制
で
も
な
く
、
パ
プ
ー
フ
の
途
で
も
な
く
、
ま
さ
に
砧
命
的
民
主
主
瀧
と
い
う
洲
わ
ぱ
第
三
の
遊
を
探
求
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
思
想
迎
川
は
、
一
八
四
八
’
四
九
年
の
第
二
の
ヨ
ー
画
ヅ
パ
帖
命
ま
で
述
な
っ
て
い
く
、
今
度
は
赤
い
ジ
ャ
コ
パ
ン
派
と
し
て
。
、
我
が
国
で
は
、
辮
見
の
か
ぎ
り
、
ま
だ
本
格
的
な
研
究
は
現
れ
て
い
な
い
（
但
し
脚
山
氏
鵬
迎
励
は
勿
論
除
外
す
る
。
マ
イ
ン
ッ
・
ジ
ャ
コ
パ
ン
派
ゲ
オ
ル
ク
・
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
に
関
し
て
は
次
の
翻
訳
が
あ
る
が
、
ジ
ャ
コ
パ
ン
派
遮
励
史
を
カ
ヴ
ァ
ー
し
て
は
い
な
い
。
『
ゲ
ォ
ル
ク・フォルスクー作仙災』、三修社、一九八一一一年ｊ木脇はニュルンベルク・ジャコバン派エァハルトの思想を民衆巡仙と
の
関
係
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
分
析
し
て
い
る
。
民
衆
遮
動
の
自
律
性
と
理
論
、
政
簸
の
徒
と
し
て
の
ジ
ャ
コ
パ
ン
派
の
緊
張
関
係
は
フ
ラ
ン
（３）『ュのロのロ⑫．■且厚】の、⑪１，．日】の門．、のＱ２、再Ｐ且くの１の円く○コや．］・司骨㈱のｎ戸の『．］。＄－】い＆・当時ニュルンベルクにはさらに
二紙（ｚ旨：円い】⑪９のゴ。○ずの口島、ロの句３，，目。シ目の】、の，ｚ月冨局貸のＰ曽日ワ貝臼⑫９の尻巳⑩の匙一。ｐの幻の一◎ずの－○ヶ円・
勺８８『貝の‐Ｎの目ロ堀・前背は身辺記事が主で、後打は反紘命的という。くい｝・少ｐ８ｐｍ９⑪８の『曲の『・量目ワ閂い】日ゴ〒
□の『のｎコの一口。Ｒ岡目ロ＆凶眈ｎ画の。”のく。］Ｐ回。Ｐ甘叩田の】（⑫、ケユヰ律『ケロ望閂】⑪のぎめい■ロ。①の腕の⑩、富、胃の》、□・巴・四・四。〕①⑫Ｐ、。←］Ｐ
少ｐＢ．⑱）と、月刊誌が事実上三つ（］○日目一ぐ○口目・津吋句円：穴８．ぐ日の鼠ロ巳⑫。冨国陣爲：】○日目一ぐ○口目。歓同Ｃ２‐
【⑪、亘口己・いずれも非政治的という。ぐぃ』，両ｇ・）あった。さらに、短期間でしかも隣町発行ではあるが、現地通信風発の二
（１）］○ゲロロコロのａｍｇご同刷ケＰａ・抄いの貝の『国⑪ユＣ冨口ロロ：ヰロロＮ・切一⑪○ヶのロン扁鷺ロ日】口】閂ｑ旨ロ】・ｚＨ・いく○３」⑱。『・』ごのど】貝
四の一一ョ員の。■回回め】⑫（ロ『⑫堀・く・）・ロロＲ□陣⑪宛の。冒○のいく。］穴叩隠口田口閂”⑦ぐ○一口［－．．巨再ロロロロ閂の⑫○コＨ璋汗のＰの瑁回旦涛Ｐ［・句・ロ・富。
ご『。⑫。弓喚ｌ〕⑪Ｃロコロンロゴ〆①Ｐ⑭。⑭、』・顛巴口臥、汀⑫ロゴのの』つめ口。。⑥ロ［切、〆の〕口汽○ヶ一口閏・【一口脇のロ〆悴日耳のロロロ『のでロケ］爵の巳⑫ｏゴの
、の⑪［『のす：、のロ》Ｂｐの貝⑩◎ずの口、口□の。、且の烏⑫局・］いぼ旨ｐｐＱの『（⑭．『○℃。⑰ぐ・・ぐ且層、口①ｎ頁の。⑪［のご圏巳ｍＰＰｇｈ
（２）同『ずいａ》少昶の具ＲｍＣユ。ケＦＺ『・】ぐ○コ】⑰。『・』『③のごい』『Ｐ
（、口○口瑁ヨ）》、甘口勺ユく四〔ロの厨○画ワのＮ⑰◎声は礪〆臼の四画ロ巳ロロ函①ロ。⑰門宛の噸のロ房ロ□露のロニーロゴＮ戸口口の一口〉甘如□の『『『のロロロロの『
、ロ｛ｍの弄毎『［⑰ロぐの日巨口沖Ｐゴロ三回ロ同のロ日口傾のロロロゲ『めい・ぐ・］。、す。【○日随・》ごＨｐｏの『ぬ弓⑭い－国、。》磑・いか。⑩・紐・
「
市
民
社
会
に
と
勺
て
考
え
う
る
か
ぎ
り
の
あ
ら
ゆ
る
濟
悠
の
源
つ
ま
り
専
制
は
、
主
権
背
が
公
然
と
非
難
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
場
合
に
生
ま
れるこ」
ス
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
相
対
的
に
弱
い
大
衆
的
基
盤
の
上
で
こ
そ
、
そ
の
意
味
と
問
題
が
赤
裸
々
に
現
れ
る
の
で
あ
る
。
同
時
に
と
く
に
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ジ
ャ
コ
パ
ン
派
の
中
に
は
カ
ン
ト
左
派
と
も
言
う
ぺ
き
潮
流
を
析
出
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
エ
ァ
ハ
ゴ
マ
ル
ト
は
フ
ィ
ヒ
テ
と
並
ん
で
そ
の
双
確
を
な
し
て
お
り
、
カ
ン
ト
哲
学
の
受
容
、
大
衆
化
過
溌
の
一
酌
と
し
て
も
幾
多
の
叫
論
的
課
題
を
照
ら
し
出
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
（
た
と
え
ば
意
思
の
自
律
性
と
私
的
所
有
の
関
連
、
物
自
体
の
解
釈
な
ど
）
。
なおエアハルトに関するピプリオグラフィーは本節注川のハーシスによるものが唯一かつほぼ完壁なものである。なお
節一節注側⑪をも参照。
革命的道徳性の弁証法
■－－－● 
五
一一
市外からの．ハンフレット類の中で、一七九二年までに流布したことが確実な五菰類のみを挙げておく。・・ロの同日員のロ
：⑪一一の⑰貝○私）⑫９８くα一片のＨ》一日りくの一（目〕：Ｈｇｑ印の凄の『［．⑩（３房目洞。ｇ・脾、汀・厚．Ｃ・【ｐシロ臼の冨岼目の。ｐ月のＦ
［⑫ｎこいロロ。、［ａいす員殖》○・罰②０℃ｒ尹函。〔ョ餌。Ｐシユ⑩［【３斤①口〆ＲＣＣ三⑫３口の．員巴ロＮご忠・小・少。。。『・幻○ヶ日ロロロ（ＰｐＣｐ『日）守
冨の鼻乏岸＆一漁の犀日切の：②勺：⑪【めい冒月口冨日日の一．ご臼の口、『且一のい『⑩◎ずｇｏの『一○頁⑫９ｍの：。ご臼の四・一』の．宛○ョ：。』ぐ『‐
ｍｐＣｐ『９．ｍ・少・酉巴の一．鈩巨沖貝目抄一一のＣの貝鮠・ロの目の】ロの日：［冒己い［冑Ｐ［】⑫ロー）目の一の｝、この一［い▽目。Ｐ三一目弓①唖・内癖は
いずれ０，共和制的ないし民主制的なｊｂのである。『倶起・○・四目鳥．⑭ロ日８ＱＲｍ２のｍＲＰ山口月・・爵日日『閥巳照・臣⑱『
】ｗロ。いいの←Ｐの←い》ｒ同日⑩ＳＲｍＲ・Ｚ摩『ロワの『ぬ。⑭←⑭の。
（４）の①。『垣・再一．屡厨一の．、已日のＰ田．⑭．①ｇ伝・目目向日⑭ｅの【ぬの『・曽『：の『頚ｍ・一己・〔…〕は簸者の補足。ハーシスの推定
どうり、一一一九人はいささか誇大であるにせよ、なんらかの集団ないし組織（読諜会斤⑪渦＄⑰一一い●一国［（・貸本屋ＰＣ旨ｇ・［冨丙、
クラブなど）を悠定してよいだろう。く、］・頭目⑭一⑫．⑦ｇ・エァハルトをメンバーとするクラブについては第一二節参照。
（５）くいＦ、『ロ⑫ｅの品の【しず『ロワのｎｍ．、．←］Ｐ『赤いおんどり』那件の肛従には銅版画『雌近の旅命で民衆によって破壊されたパ
リ
の
パ
ス
テ
ィ
ー
ュ
の
本
当
の
写
し
』
が
八
ク
四
イ
ッ
ァ
ー
で
苑
り
川
さ
れ
好
評
を
博
し
て
い
る
。
因
み
に
七
年
後
ピ
ー
ル
ジ
ョ
ッ
キ
一
杯
が
三
クｍイッァーニペニ上、『アンスパッハ報』ニク回イッァー、Ⅱ雁いⅡ当が四○ク面イッァーなので、九二年秋からの物価
急騰を老脳すると、八ク、イッァーは安くはない。同『９３．少、８［の『ｍＣ１ｏ胃・塚司・色く・日］⑭．『・］『＄・い］９戸シロ印９ｏｚ，
⑰ゴの国睡何の『。ｚ『○・］『○日〕・”】『召。
（６）くいＦ］。②。ロゴ霞四コの⑪。（ず『⑪いく。）》Ｃ画の一一のロ侭日ＯＢｎ頁Ｃ頁のロの⑩丙云のご－ｍロロの⑩ヨ〕劃の］ｓ一［の『。の『『『ロロ８⑩一少。ロの。【の『○一頁一○コ
〕『９１届。］・田・］・碗。ｇ己迺』．⑫．②台Ｉ①念・函．、目の①一・ｍ目』の貝、○ずの」禺○亘目『．、息凹・仏軍については次を参照。句・ＤＣ斤冨》
司日。【『の一○ず切旧画且‐」百日⑦のロ日向ロ：］Ｐロ旨⑫吟、］引眉・青貝⑩［『、のｇ『ぬ一⑩○ヶのい□○一一己⑪９の⑩］○二『：一・日口の御の一厨９１沖陣『
少貝穴陣『ロロ碩匡口Ｑ句『⑦嘗の一戸陣鰐噛・弓ｇ》いｓや－＄一・
（７）閉口・同『ず色ａいの侭のロのＦ⑥す③口印すのい○す【①一ヶロロ顕・扇＆・日叩く閂ロゲ、殖のゴく○．ロゴの⑥（宮筋いく。）ごＣのロラ己氏狩弄＆［ｃｐＱのい勺冨一○‐
シロ叩ワロ、亨
敞命的道徳性の弁証法
一五二
ユースを中心に緬典された週二回の『アンスパッハ報』が注側に価十る。シロ⑫ご回、賃⑪ｇｃｗ歴月夙』忌障・少漏・－ｚ・く，．
な
お
こ
の
結
蛎
は
必
ず
し
も
エ
ァ
ハ
ル
ト
の
本
意
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
学
資
援
助
の
義
理
か
ら
と
い
う
側
面
も
否
定
で
き
な
い
。
し
たがって家庭生活はともかく、義父との関係はうまくいかず、度々衝突する。その一例。卑貝目の）のロのロぐ・日鬮．、．
］『の⑭．ご恥ロロロゴ○１○コ・凶の一厨、冨氏葎川口［の日日日の卯、嵐の賃の・犀］・］印．］、。］⑩９．｛、の一日函：ロミ一目巳ｇ・豚合し・くい一・切邑の、：
冗巴目・丘くｏＢｇ・『・」己⑭．いい仁・シロＳｍ１の訂ロミロの三口臼・ロぐ・日両８・弓凄．いい悪．
（、）「〔一七八六年芥『純枠理性批判』によってヴォルフの体系を放粟した後〕『プ回レゴメナ』『人倫の形而上学の雄礎づ
け
』
『
災
践
皿
性
批
判
』
が
私
の
心
を
す
っ
か
り
と
ら
え
た
。
」
「
私
の
兇
る
世
界
が
私
の
知
に
と
っ
て
の
課
題
な
の
だ
。
私
の
内
な
る
向
山
の
感
情
が
ひ
と
り
私
の
価
航
の
瀞
判
向
な
の
だ
。
こ
れ
こ
そ
あ
な
た
〔
カ
ン
ト
〕
が
な
し
と
げ
た
こ
と
な
の
で
す
。
我
が
師
よ
、
我
が
心
の
父
よ
。
」
⑫。□ず⑦ロ戸口。シ『鴎［⑦⑰］○ずいｐｐｍの巳ロロ】ご同Ｎゴロｎｏ。、［貝【、口『［ロロ。ヨニワヨ晩①Ｐ］函⑭Ｐ⑪。］露・
フ
ォ
ン
・
エ
ン
ゼ
は
こ
の
本
を
ヘ
ー
ゲ
ル
に
捧
げ
、
序
文
で
「
カ
ン
ト
哲
学
を
学
校
か
ら
生
滅
そ
の
も
の
の
中
へ
と
移
し
入
れ
て
い
る
」
と
正
硴に述ぺている（向日・い・皀）。ヘーゲルは一晩でほとんどを読み、独学ぶりに感嘆した（印】貝ぐ・口四の、の一目ぐ・ロ同月の
ぐ○ロ】恩・』・局⑬Ｐ旨咄国臥の【のく○．ＰｐＱ回口四のいの］・因。．⑫・芹⑪ｍ・ぐ・】○ず：。⑦の顛○露ョの一⑫［円》四⑪３９局］①＄．⑩。ｇ⑭）。なおヘー
ゲ
ル
脚
身
の
「
ジ
ャ
コ
パ
ン
」
時
代
に
つ
い
て
は
次
の
拙
砿
参
照
。
「
机
互
承
認
と
物
粂
化
１
１
初
期
ヘ
ー
ゲ
ル
の
社
会
理
論
」
、
『
社
会
労
伽
研
究』、第六懇、三・四勝、一九八二年。
（８）病気については次を参照。厚冨ａ・Ｆ８のロ⑪ヶの⑪、廓のび：、．⑫．〕】尉口且、【】の帛目⑪◎すＥ円く・ョ畷・『・］『鼠冒司凶の：Ｃｐ
ｍｎ冨一］の『・ヨの『丙の．馬口○．巴目⑪召す＠国。・四ｍ・ヨ＆日日』ｍのト．⑭．⑭田けヴュルップルク枢糯顧問官フォン・シーポルトとは一七
八
五
年
に
知
り
合
い
、
医
学
研
究
の
援
助
を
約
束
さ
れ
て
い
た
が
、
母
の
死
後
一
七
八
八
年
に
や
っ
と
親
友
の
オ
ス
タ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
と
共
に
勉
強
することになった。くい一・同『日日．Ｆ８の口のすの⑪Ｃ耳巴ワ目、．⑫．⑭のＩ⑬⑪．恐らく七月末に〈Ⅷ格した学位論文は『医学原論』（武田
○日②日日８】Ｃいつ５斤の：【の且芹：Ｏ〔・『］・国・厚冨ａ・ロ・×ぐ臼・〕巳・】『旨・と８３一・○・］・）であるが、筆者未見。またエア
ハルトのとくに精神療法についての論文は次を参照。餌：巴の）ロワの同８ｍ宛の○頁の・臣←》腿・け
（
９
）
フ
ォ
ン
・
エ
ン
ゼ
に
よ
れ
ば
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
で
の
開
業
は
、
三
年
間
研
究
後
の
博
士
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
評
判
は
よ
く
な
か
っ
たという。くぬ一．ご目ｎ口⑰ＰＰＰ・○・・ｍ・さ・しかしながら次節以下で述べるように、彼はむしろ教師ないし文筆家としての活
たという。く巴・二
動
を
飯
祝
し
て
い
た
。
革
命
的
道
徳
性
の
弁
証
法
五
革命的満徳性の弁証法
一五四
口ｗケロａ・炉のすのロ⑩ワの⑪○ず門のご■。、匂い］Ｐ巴・
（Ⅲ）一七九○年秋から冬にかけて三カ月Ⅲイェナで過ごし、ラインホルトと親しくなった。彼のサークルにはカントから川発
して政治的に急進的な主張を引き出す人々がいた。その雰囲気の一端については次を参照。シ』ｐご幻日㈱》□己ぐの国威汁］の：
シロロ。』『①い、の一．一目】・患・の○ず。①ロ⑩、伊○の】い⑩（耳⑫、．『・）・知のく。旨二・口ｐ且Ｄｐｇ・胃四口の臼口の。⑩Ｃ三Ｃ胃のロロロ口扁【回［貝・□巳’
さ
ら
に
エ
ア
ハ
ル
ト
に
と
っ
て
亜
要
な
の
は
、
恐
ら
く
こ
こ
で
終
生
の
友
人
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ク
ラ
ー
ゲ
ン
フ
ル
卜
の
商
人
フ
ォ
ン
・
ヘ
ル
ベ
ル
ト
を
得
た
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
彼
も
ま
た
カ
ン
ト
派
ジ
ャ
コ
パ
ン
で
あ
り
、
後
に
兄
る
『
ウ
ィ
ー
ン
・
ジ
ャ
コ
パ
ン
派
の
陰
牒
』
と
の鵬渡しをした可能性が商いからである。くい一・コの目貝、：月．。⑫［の『目甘嵐⑬９①勺三一・⑭○℃三の目薯一⑫９のロシ貝弄犀『目胸口且
”の⑪日Ｐ『僅已ＣＰａいい●つ鷺原・三皀日ロ戸『駒‐鈩日い〔⑦ａ回日己忽・
道徳論に雄く自然法、立法論のプランはすでに一一一年前に認められるが（くぬ一・■１瓜目尻回二舎少」⑰菌且円く○口の『ロゴ目の『『
ぐ・日」】・騨弓、Ｐ⑩。⑭ゴー暉呂）、具体化にはしばらくかかる。ぐぃ］・ｍ１ａ：丙の】ロゴ・一Ｑぐ・日い］・一己句・仰李］群
（皿）因臥瓜：”⑦一ロゴ。一旦く・曰忌・』・弓しい・仰囹、（エアハルトの批判は②と⑤に係る。つまり民衆の行為が私利私欲の災呪では
なく（「未成年」）、桃皿妥当の格率に拙く珊合にのみ、それは疋当なのである。ご砲声口臥の扁目の２口ロゴのｑく。ｇ蛍・『・弓②］．
、．②９－日、．この論点が本稿のひとつの課題である。
（旧）、ュの〔：幻日：Ｃ丘ぐＣＢＰＳ・弓①四・の．⑪＄．この判断が所訓ジャコバン独裁の時期になされる点に、エァハルトの思想の
特
徴
を
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な
お
次
節
注
（
皿
）
の
性
格
規
定
を
も
参
照
。
⑪ロロ『ぬ。①『①。
□浄
ブルピニュ
。
ﾄリーァ
尖bTfp~窯
Ⅵツュ
プルク
モⅡｕ旧皿Fこくf鶏_’
バッサゥ
ユ
ー
－
－
ザルツプルク
｡ﾐﾐﾐ】
インスプルゾク
ー
ａ
＝
－
－
二
南西ドイツの関連宝要地と-1：要河川Aus8StrasgeIl-A【la爵.、⑭ut罰cMandB峅ｒｎｌ９８().Ｓ､40-41.
「
フ
ラ
ン
ス
内
の
無
政
府
状
態
を
終
わ
ら
せ
、
王
座
と
祭
壇
に
対
す
る
攻
嫉
を
阻
止
し
、
合
法
的
権
力
を
再
興
し
、
鯨
わ
れ
た
安
全
と
（１） 
自
由
を
再
び
国
王
に
与
え
、
△
、
法
的
権
力
を
行
使
で
き
る
地
位
に
彼
を
つ
け
る
、
と
い
う
砿
大
な
Ⅱ
的
１
．
を
掲
げ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ヘ
ッ
セ
ン
連
合
ボ
八
万
八
○
○
○
と
亡
命
貴
族
服
一
万
二
○
○
○
に
よ
る
テ
ィ
オ
ン
ヴ
ィ
ー
１
侵
略
開
始
が
、
一
七
九
二
年
四
月
の
ジ
ロ
ン
ダ
ン
主
導
に
よ
る
宣
戦
布
告
へ
の
回
答
で
あ
っ
た
。
国
民
議
会
は
七
月
五
日
「
祖
国
は
危
擬
に
あ
り
」
の
決
定
に
よ
っ
て
二
○
万
余
の
革
命
水
、
九
万
余
の
国
民
衛
兵
を
組
織
す
る
。
さ
ら
に
八
Ⅱ
一
○
Ⅱ
事
件
に
よ
る
王
権
停
止
、
国
民
公
会
の
組
織
化
は
ジ
ロ
ン
ダ
ン
と
ジ
ャ
コ
パ
ン
両
者
主
導
の
下
に
、
共
和
制
宣
言
、
昂
揚
す
る
民
衆
運
動
の
「
祖
国
防
衛
戦
争
」
へ
の
水
路
づ
け
の
方
向
を
と
る
。
九
川
五
Ⅱ
の
般
初
の
会
職
テ
ィ
オ
ン
ヴ
ィ
ー
１
で
は
敗
北
し
た
も
の
の
、
二
○
Ｎ
の
ヴ
ァ
ル
ミ
の
勝
利
を
境
に
革
命
躯
は
攻
勢
に
転
ず
る
。
キ
ュ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
将
郡
指
抑
下
の
ラ
イ
ン
軍
は
三
○
日
シ
ュ
パ
イ
ャ
ー
近
郊
で
マ
ィ
ン
ッ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
連
合
軍
に
壊
滅
的
打
撃
を
与
え
て
か
ら
、
ラ
ン
ダ
ウ
、
シ
ュ
。
ハ
イ
ヤ
ー
、
ヴ
ォ
ル
ム
ス
を
次
々
に
占
領
し
、
一
○
月
二
一
日
に
は
マ
イ
ン
ッ
に
入
城
す
る
。
キ
ュ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
の
布
告
と
革
命
軍
兵
士
の
行
為
に
対
し
て
ド
イ
ツ
の
民
衆
は
必
ず
し
も
敵
対
的
で
は
な
か
っ
た
。
「
我
々
は
、
民
衆
を
何
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
抑
圧
し
艸
吟
さ
せ
て
き
た
、
ま
た
専
制
が
し
つ
ら
え
正
義
を
粉
々
に
す
る
不
快
な
権
利
を
一
掃
す
る
。
我
々
は
喜
ん
で
住
民
に
通
告
す
る
、
貧
し
い
者
も
嵐
め
る
者
と
、
じ
く
、
同
一
の
権
利
、
法
の
同
一
の
保
護
、
所
有
の
同
一
の
保
証
を
享
受
す
る
時
が
来
た
の
だ、と。キュステイレ塞口」「今Ⅱ早朝フランス躯が入城した・敵はヴオルムス、シュパイャーでと同様紀律と秩序を
保
っ
て
い
る
。
キ
ュ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
将
軍
は
九
○
○
万
リ
ー
ヴ
ル
と
上
等
の
天
蓋
を
要
求
し
よ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
町
は
す
っ
か
り
平
静
で
、
（３） 
敵
も
味
方
も
兄
弟
の
よ
う
に
ふ
る
ま
っ
て
い
る
。
」
革命的道徳性の弁証法
民
衆
運
動
の
諸
机
五
一』・
'、
「
帝
国
都
市
一
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
住
民
は
も
ち
ろ
ん
皇
帝
フ
ラ
ン
ッ
Ⅱ
世
と
レ
ー
ゲ
ン
ス
プ
ル
ク
の
決
定
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
パ
ー
マ
又
‐
シ
ヅ
はずであった。加えて今度はプロイセンも、一七九○年から常時開会していたクラィス議会に対して、エルザスの事
態
が
帝
国
と
ド
イ
ツ
の
安
寧
秩
序
を
脅
か
し
て
い
る
今
、
八
月
六
日
の
帝
国
議
会
決
議
に
則
り
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
に
続
い
（４） 
て「現在の必要に見合った防衛と顕の態勢多趣すみやかに準備する」よう圧力をかけてきている。
だ
が
一
一
ユ
ル
ン
ベ
ル
ク
民
衆
の
反
一
応
は
趣
を
異
に
し
て
い
た
。
第
一
に
、
戦
争
は
も
う
ゴ
メ
ン
だ
！
と
い
う
感
情
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
。
しかもそれは漠然とした厭戦気分のたんなる延長ではなかった。そうでなければ一五○○人の徴兵削当に対して、二
（５） 
荊
に
Ｄ
も
み
た
な
い
市
民
し
か
応
じ
な
い
と
い
う
事
態
は
生
じ
な
い
で
あ
ろ
う
。
エ
ル
タ
ー
ス
ド
ル
フ
の
助
任
司
祭
マ
イ
ャ
ー
は
、
こ
の
感
情
の
背
後
に
潜
む
意
識
を
公
然
と
述
ぺ
る
。
川
勤
勉
な
商
人
、
手
工
業
者
、
農
民
が
一
度
川
征
す
れ
ば
、
家
庭
は
破
壊
さ
れ
、
仕
斬
も
停
滞
し
、
ひ
い
て
は
市
民
の
耐
全
体
が
減
少
す
る
。
お
ま
け
に
戦
地
の
市
民
は
死
傷
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
要
す
る
に
戦
争
は
い
つ
で
も
市
民
生
活
そ
の
も
の
を
破
壊
す
る
の
だ
。
②
漕
主
や
支
配
者
た
ち
は
祖
阿
を
守
る
た
め
に
、
と
一
言
う
。
だ
が
本
懲
的
な
法
の
支
配
、
く
び
き
貧しい者だけに強制される法への服従、苛酷な統制と租税によって累硫する貧困、要するに奴隷制の純の下で苦しむ
臣
民
に
と
っ
て
守
る
べ
き
祖
国
な
ど
あ
る
の
か
？
③
敵
と
さ
れ
る
新
生
フ
ラ
ン
ス
は
、
〔
民
衆
の
〕
あ
ば
ら
賊
に
は
平
和
を
！
を
合
言
葉
に
、
専
制
を
倒
す
た
め
に
闘
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
彼
ら
は
我
々
民
衆
を
い
た
わ
り
、
耕
主
と
貴
族
に
対
し
て
だ
け
剣
を
執
っ
て
いるのだ。しかも彼らは正義に基く自由と平等を現に実現している。「我々民衆は新化フランス人を待っているのだ。
（６） 
どんなにひどく一言われようとｎも、我々は彼らを恐れはしない。」
だ
か
ら
不
正
義
の
戦
争
へ
の
反
感
は
逆
に
、
フ
ラ
ン
ス
寵
へ
の
期
待
を
イ
ヤ
が
上
に
も
か
き
た
て
る
。
『
雅
脚
』
紙
が
オ
ー
バ
ー
・
ラ
イ
ン
、
マ
イ
ン
ッ
そ
し
て
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
（
一
一
Ｎ
占
領
）
の
状
況
を
刻
々
と
知
ら
せ
る
な
か
で
、
二
枚
続
き
の
ポ
ス
タ
１
が
出
る
。
革
命
的
道
徳
性
の
弁
証
法
一五七
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うよｉｌ７イノノでこ橘に力１１〔い位族違ＴｌｊパとうｌモギＪ［－んｉｌｌ：対で敬１とのい民卜一
キヒ膳１諦醗測愈月ｻﾞ険;トリＸ
いて嫁の○六たサ〔怨税鮒がを家てにイるい‐)‐銀グ○”の叢りｊｌは１１濫族いよ’
こるる行ル八だにの化今が１１１のるつア
とだのにニデニかめ声にか、し為のての
（叩）
だ。おまけに帝国租税や一○分の一税に加えて臨時戦費０℃徴収されるという。
肱か二○○キロメートルにまで迫ったフランス軍の助けによって。ハトリッィーアの支配を樋えそうという声が、秋
か
ら
冬
、
冬
か
ら
燕
へ
と
Ⅱ
珊
し
に
商
ま
っ
て
く
る
。
一
一
Ⅱ
一
○
Ⅱ
深
夜
ヤ
ー
コ
プ
・
ｕ
１
ト
ハ
ウ
プ
〔
ジ
ャ
コ
パ
ン
派
赤
い
縁
無
幌
〕
な
る
大
胆
な
粁
々
和
入
り
の
『
起
て
、
同
胞
よ
。
武
器
を
取
れ
！
諸
君
の
自
由
を
闘
い
取
れ
！
』
が
一
枚
、
一
八
Ⅱ
に
は
同
じ
平
に
な
るほぼ同文の貼札が五枚。続いて初冬別人による風刺文『我が愛するニュルンベルクの兄弟たちに』、『ｎ山の歌』、
一一一Ⅲ二Ⅱラーデマッハ１、フライシュマン叫々灯の『ニュルンベルク市民への手紙』、明けて三月「ヘルスプルソク
（皿）
の風刺文』、続いてビラ『新しい街灯照明について』、フォン・ビヤログロフスキ『根本的柾明』。ヤーコプはその〃ｍ
に
ふ
さ
わ
し
く
「
平
等
こ
そ
自
然
が
与
え
た
第
一
の
徒
だ
―
と
宣
言
し
た
後
、
潰
族
を
追
放
し
て
「
役
職
を
市
民
の
も
の
に
！
学
者
、
耐
人
、
〃
和
製
あ
る
手
工
業
打
各
々
三
分
の
一
の
新
し
い
参
珈
会
を
つ
く
れ
！
そ
う
十
れ
ぱ
一
切
が
う
ま
く
い
く
。
」
と
は
じ
め
て
典
体
的
な
代
替
案
を
呈
示
す
る
。
し
か
も
彼
は
爽
現
の
方
途
に
つ
い
て
「
梨
合
し
て
秘
か
に
決
め
よ
う
！
秘
密
を
知
り
た
い
者
は
皆
誓
い
あ
い
、
す
ぐ
に
別
れ
よ
う
！
」
と
呼
び
か
け
、
政
治
的
な
秘
密
結
社
を
基
盤
に
し
よ
う
と
す
る
。
そ
し
て
キ
ュ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
が
い
る
今
た
め
ら
う
こ
と
な
く
行
励
せ
よ
、
と
結
ぶ
。
『
兄
弟
』
ｊ
、
『
ヘ
ル
ス
プ
ル
ッ
ク
』
も
市
民
の
疵
接
行
肋
を
呼
び
か
け
る
点
で
は
同
じ
で
あ
る
が
、
同
時
に
人
々
は
各
々
の
違
い
も
嗅
ぎ
分
け
て
い
た
。
ヤ
ー
コ
プ
は
ジ
ャ
コ
パ
ン
派
を
標
傍
し
ば
す
る
も
の
の
、
参
噸
会
構
成
メ
ン
バ
ー
か
ら
市
民
の
大
多
数
は
排
除
さ
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
職
人
や
日
雇
い
、
農
民
、
未
亡
人
は
ど
う
す
る
の
だ
。
彼
の
言
う
平
等
の
徒
に
反
す
るではないか。イヤ彼らも参事選挙権は平等にもっているからいいではないか。それとＪｂ何か、『ヘルスプルック』
の
よ
う
に
、
市
有
の
穀
物
貯
蔵
庫
か
ら
貧
し
い
迎
巾
‐
に
分
配
し
な
き
ゃ
だ
め
だ
と
で
も
言
う
の
か
。
貴
族
を
ぶ
つ
殺
せ
と
い
う
の
が
ジ
ャ
（肥）
コ
バ
ン
派
な
ら
、
俺
は
ゴ
メ
ン
だ
ね
。
雌命的潴爆烟性のか征法
一五九
張脂職にイ４１「をⅢ１１る災疑の使裡１
す物場１，，，や会始一けｉ行わ－局にのこ
るＩＷｉにしつにめへ{」で；背し部に決提う
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制リカ’調案Ｔ,ｉワで行当聞；。、せはン'Ⅱ（にしは庁イ、ｉｌ１ｊ局と。ｌｉｌｊ、；秘ツ
が主た、含ワ参Ｌにブー２、’（郵密了
廃
止
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
俺
た
ち
は
も
う
一
度
起
ち
あ
が
る
ぞ
。
今
度
は
も
っ
と
ひ
ど
く
な
る
ぞ
。
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
て
。
彼
ら
の
要
求
は
「
異
端
分
子
」
の
排
除
と
い
う
、
一
見
独
稗
的
と
も
映
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
し
て
手
工
業
背
の
中
で
は
比
較
的
忠
ま
れ
た
府
に
よ
る
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
背
景
に
は
参
蛎
会
が
牛
耳
る
ル
ー
ク
局
か
ら
の
様
々
な
規
制
と
干
渉
、
マ
イ
ス
タ
ー
を
独
占
す
る
親
方
迎
合
に
よ
る
束
縛
・
規
制
、
こ
の
両
者
に
対
す
る
反
撒
が
あ
り
、
物
価
上
昇
に
追
い
つ
か
な
い
箇
金
へ
の
不
満
、
戦
争
に
よ
る
直
接
、
Ⅲ
接
の
負
担
へ
の
苛
立
ち
が
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
彼
ら
の
行
動
は
同
じ
職
人
仲
間
に
よ
っ
て
支
援
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
異
論
は
あ
る
も
（Ⅳ） 
の
の
、
大
方
の
市
民
も
納
得
し
た
の
で
あ
る
。
他
の
ツ
ン
フ
ト
の
職
人
も
負
け
て
は
い
な
い
。
明
く
る
年
に
か
け
て
織
物
、
金
銀
細
正
、
骸
、
皮
靴
の
職
人
た
ち
も
待
遇
改
灘
や
減
税
を
要
求
し
て
集
会
を
開
い
た
り
、
巾
庁
舎
に
押
し
か
け
る
。
た
ま
り
か
ね
た
参
鞭
会
は
各
ツ
ン
フ
ト
に
瀞
告
す
る
。
「
暴
力
行
為
を
中
止
し
、
大
挙
し
て
巾
庁
舎
に
来
る
の
を
止
め
る
こ
と
。
公
共
の
場
に
寄
り
つ
か
ず
、
響
鋼
の
仕
珈
に
介
入
せ
ず
、
不
法
な
災
会
や
巾
し
合
わ
（肥）
せ
を
止
め
る
こ
と
。
当
局
や
有
史
を
傷
つ
け
た
り
邪
魔
し
た
り
し
な
い
こ
と
⑪
」
そ
し
て
並
行
し
て
各
士
会
と
参
蛎
会
は
『
膳
本
契
約
』
を
結
び
、
船
士
会
負
数
（
商
人
と
手
工
業
打
）
を
ふ
や
し
て
市
民
の
不
満
を
解
洲
す
る
と
と
も
に
、
と
く
に
机
悦
負
担
へ
の
不
平
に
対
処
（脚）
す
る
会
計
検
査
機
側
と
し
て
経
済
委
員
会
を
設
け
る
。
同
時
に
名
士
会
に
課
税
同
》
鳳
椛
を
認
め
る
ポ
ー
ズ
ル
］
と
ろ
。
治
士
迎
巾
よ
く
頑
張
っ
た
、
参
事
会
も
思
い
き
っ
て
譲
歩
し
て
く
れ
た
、
皆
ん
な
不
満
が
あ
る
な
ら
役
所
へ
文
書
で
要
求
し
よ
う
、
な
ん
と
い
っ
て
も
秩
序
と
（釦）
所
有
の
安
全
が
原
則
な
ん
だ
か
ら
、
と
い
う
戒
も
あ
が
る
。
だ
が
大
方
の
職
人
、
徒
弟
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
引
き
下
が
ら
な
い
。
一
七
九
四
年
末
か
ら
翌
二
月
に
か
け
て
今
度
は
八
つ
の
ツ
ン
フ
ト
職
人
が
連
帯
し
て
一
四
回
、
延
ぺ
に
し
て
八
Ｈ
間
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
う
つ
し
今
回
も
三
○
○
人
以
上
も
の
ク
ラ
イ
ス
服
に
よ
っ
て
鉱
脈
さ
れ
は
し
た
も
の
の
、
彼
ら
の
不
滴
と
怒
り
は
く
す
ぶ
り
つ
づ
け
、
日
徽
的
行
勅
へ
の
衝
動
は
消
え
去
る
こ
と
は
な
い
。
革
命
的
道
徳
性
の
弁
証
法
一一ハー
所め１１いし’''１物後参い制ｉ職なもだ
調て実そ、て座を書事一く者ぜ全しし
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かウ放濫々はじ物二｜:｜さ六アでなをリブを１１１が戦〈、節身れ｜、あか生
にの求（ﾉ）闘燦、穀、でな八聖るでみ
（幻）
連山‐小銃と刀をもって引き返し、やりあいは巾門内部まで４℃つれこむ。最後には市民兵が出て鉱圧する。
明
け
て
一
七
九
五
年
四
几
一
Ⅱ
深
夜
。
若
い
職
人
、
徒
弟
を
中
心
に
、
女
、
子
供
も
加
わ
っ
た
総
勢
四
、
五
○
人
が
。
ハ
ン
尾
の
親
方
の
邸に押しかけ、投石して窓を壊し、屋台を粉々にする。いくつかの所では家に入りこみ、家具を壊し、竃まで砕いて
し
ま
う
。
あ
る
者
は
昂
然
と
言
い
放
つ
、
「
こ
い
つ
は
ほ
ん
の
小
手
調
べ
だ
ぜ
。
」
つ
い
で
に
と
い
う
訳
で
も
あ
る
ま
い
が
、
ビ
ー
ル
製
造
業
者
、
肉
躍
、
食
松
品
商
も
同
じ
、
に
合
う
。
二
日
夜
、
さ
ら
に
大
勢
で
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
パ
ン
屋
が
襲
撃
さ
れ
る
。
一
晩
中
‐
騒
い
だ
り
脅
し
た
り
、
ま
る
で
お
祭
り
騒
ぎ
だ
。
き
っ
か
け
は
些
細
な
こ
と
で
あ
る
、
穀
物
、
ラ
ー
ド
、
そ
れ
に
卵
の
値
上
り
を
瓜
実
に
、
復
活
祭
川
の
卵
ケ
ー
キ
を
パ
ン
屋
が
焼
い
て
売
る
の
を
渋
っ
た
の
だ
。
日
頃
の
恨
み
が
爆
発
し
て
、
連
巾
‐
酒
や
食
料
Ⅲ
叩
ま
で
手
押
水
に
積
み
こ
ん
で
、
遠
巻
に
見
て
い
た
多
く
の
市
民
に
ま
で
売
り
歩
く
。
止
む
な
く
ビ
ー
ル
は
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
二
・
へ
一
一
と
だ
け
安
く
な
る
。
卵
ケ
ー
（別）
キＪもあわてて売り出される。しかし騒ぎは五日まで続き、市民躯の砲兵隊、騎兵隊、民兵の出動でやっと納まる。そ
の
間
参
事
会
も
手
を
拱
い
て
い
る
わ
け
で
は
無
論
な
い
。
三
日
に
は
「
所
有
の
危
磯
」
を
訴
え
、
「
日
増
し
に
広
が
っ
て
い
る
こ
ん
な
乱
暴狼蒋を徹底的に防止する鰯」と立言するととＪｂに、「蜂起の首謀者」として四人を逮捕し、七人一組の市民団による、
（錫）
昼
夜
を
分
か
た
い
パ
ト
ロ
ー
ル
の
処
置
を
と
る
。
だ
が
こ
れ
で
一
件
落
着
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
ま
ず
市
民
同
士
の
非
難
、
応
酬
が
始
ま
る
。
反
対
派
の
言
い
分
は
こ
う
だ
。
「
君
た
ち
の
婆
求
は
正
当
だ
と
私
も
認
め
る
。
だ
が
こ
う
聞
か
ざ
る
を
え
な
い
、
一
体
君
た
ち
は
そ
の
要
求
実
現
の
た
め
に
合
法
的
手
段
を
み
ん
な
使
っ
た
の
か
、
と
。
…
…
こ
ん
な
自
力
救
済
を
認
め
た
ら
、
所
有
、
安
寧
、
秩
序
を
保
証
す
る
市
民
社
会
の
原
理
が
根
本
か
ら
否
定
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
内
乱
が
必
然
的
に
な
る
で
は
な
い
か
。
…
…
そ
う
な
れ
ば
金
持
連
中
は
町
を
捨
て
、
だ
か
ら
ツ
ン
フ
ト
ｊ
ｂ
蝋
（郡）
壊し、結果として窮乏民が蝋えるだけではないか。」「イヤ違う。市民社会の原理というなら、市民全員に所有と権利
革
命
的
道
徳
性
の
弁
証
法
一一ハーーー
革命的道徳性の弁証法
一六四
が
保
証
さ
れ
る
べ
き
だ
。
…
…
人
間
は
み
ん
な
自
由
に
生
き
る
権
利
を
も
っ
て
は
い
な
い
の
か
。
努
力
し
て
も
報
わ
れ
な
い
の
は
専
制
の
せ
い
だ
。
…
…
誰
も
が
人
椛
実
現
の
た
め
に
は
自
力
救
済
、
自
己
決
定
の
椛
利
を
行
使
で
き
る
し
、
行
使
十
輪
の
が
人
と
し
て
の
抓
、
雑
（汐）
務
だ
と
な
ぜ
理
解
で
き
な
い
の
か
。
」
騒
然
と
し
た
な
か
で
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
革
命
を
公
然
と
主
張
す
る
グ
ル
ー
プ
も
出
て
く
れ
ば
、
秘
かにクーデタ計画を練って、居酒屋で「市民の公共精神はどこへ行った。今こそニュルンベルク国家を救う時だ。」
（郷）
と
ぶ
ち
あ
げ
、
市
民
の
支
持
が
将
ら
れ
な
い
と
な
る
や
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
な
る
男
も
川
て
く
る
。
そ
し
て
一
九
日
深
夜
か
ら
二
○
日
未
明
に
か
け
て
ま
た
同
じ
事
態
が
発
生
す
る
。
参
事
会
は
武
力
で
対
抗
す
る
し
か
な
い
だ
が
物
価
而
騰
、
耶
耶
廃
獅
徴
収
、
戦
争
、
そ
し
て
何
よ
り
こ
れ
ら
を
川
来
さ
せ
た
大
元
た
る
パ
ト
リ
ッ
ィ
ー
ア
の
支
配
そ
の
も
の
が
変
わ
ら
な
い
の
（卸〉
だ
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
「
破
廉
恥
な
暴
力
行
為
」
が
続
出
す
る
の
は
止
む
を
え
な
い
。
翌
年
三
月
あ
の
燃
焼
連
中
、
今
度
は
陪
群
裁
判
所
の
悲
紀
を
「
ユ
ス
っ
に
」
と
言
っ
て
は
梁
行
す
る
。
四
月
に
靴
職
人
が
親
方
の
専
枇
ぶ
り
に
抗
識
し
て
ス
ト
ラ
イ
キ
に
入
り
、
一
Ⅲ
中
街
を
れ
り
歩
く
。
六
Ｎ
四
Ⅱ
、
又
々
煤
焼
述
。
二
○
○
人
以
上
の
一
団
が
市
場
搬
入
中
の
膿
民
か
ら
パ
タ
ー
を
鞭
い
取
り
、
半
値
で
捌
く
。
一
一
日
今
度
は
薪
を
股
民
か
ら
軌
恋
し
て
は
、
三
分
の
一
値
引
き
し
て
売
っ
て
し
ま
う
。
「・ヘーペルの反乱」が続くなか、一七九六年六’七凡、ニュルンベルクは文字どおり存亡の危機に直而する。ジュ
ル
ダ
ン
の
ラ
イ
ン
軍
は
ケ
ル
ン
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
（
七
月
一
六
日
）
を
占
領
し
、
ヴ
ュ
ル
ッ
ブ
ル
ク
（
七
月
一
一
四
日
占
領
）
を
経
て
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
に
向
か
っ
て
い
る
．
他
力
ハ
ル
デ
ン
ベ
ル
ク
は
七
月
二
日
簸
終
的
な
勅
令
を
発
し
て
、
四
Ⅲ
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
領
ヴ
ェ
（弧）
－
ル
ト
と
ゴ
ス
テ
ン
ド
ル
フ
を
占
領
し
、
ラ
ウ
フ
、
ア
ル
ト
ド
ル
フ
を
含
め
巾
壁
外
一
柵
の
プ
皿
イ
セ
ン
領
を
直
一
言
す
る
。
（１）厚弄睡２回ぬぃの一口の『Ｃ貝○三ｇｏ旨。①砂局埴一月のロ：口頭の『８短ゆく○コロ日ロゴ印。冒々日頒，厚。Ｃ官『Ｐ四一⑫○ヶの３の符この高ｄｑ⑪□Ｒ
ぐの月』。】ぬ【の口帛庁曰の⑦色目甸宮の曰》画口臼①ヰロロ鴬）⑫一ｍ◎ずのｚ口二○コく。ョ圏・『・］『②、。、ロ凹抄ｐいす：三ｍｎケの国、旬日診潔『。．←く。ｇの。
●
●
 
、。』『①砲。
コプレンッを中心とする「亡命貴族」三○万余のうち王弟アルトワ伯、プロヴァンス伯、コンデ将軍に率いられた三万人
の尚族服との迎合が、「アルザス、、レースの市川恢任略への反耀」というもうひとつのⅡ的の斯蜥性を雛灘していよう。
ぐ殖』・］ｇづく耳目一のｐＣＦの⑪（且、兇⑪守騨口８－⑫。：｜の⑪勺牌崩ロー」ロ】、且⑪ロの目：［一四忽くＣ－貝一○Ｐ『目］二日目ぐ・脇（耳農・ぐ・）・
ＤＢ［めＯ三目。：Ｑｓの両国ロ＆⑪】ｍＯすの宛のぐ・］且ｏＰｍＢ［［恩『〔】⑫田．ただプⅧイセン川狂の現下の川心はポーーフンド分削に岨
中していた心く、一・Ｃ房口のｐの菖巴口醸の『Ｎ囚白ｐｍｏｐｃ『○の『ぐ。］歸叩沖のＰロロくＣＢ再いい。］『田・Ｚｎ（）・』】。
（２）、の百コ日日：ゴ５ｍ■ｐｓの囚日己○ケ月『。＄同『８】⑫日日⑩ｇ日日・旨３国目ロ日目【［】貝目冨凹】月月口扁・］］・］己四・一ｐ】の厨【目
〕Ｐ琴『□の門司【ロロ穴のロ・幻のロロワ屋六・○の。『ＰＣ丙［ご叩⑪［、』めすロ『固唾の彦の②ロ。」』ロ⑪。汀のい］。■『ゴ巴・国。。いい。届Ｐ陣－］いい四・
（３）一○Ⅱ二二Ⅱマインッ雛】貝シロ⑪ｇｏ嵐の○ヶの国陣再の『・ＺＨ・・園・くＣ日い］・』Ｐ］『の画・マインッ蛾〈叩に関しては次の一一一史料蝋と
二耕謎によってその論邪を肺くことがでざる。ェ．、ｎヶの①一（耳ｍいく．）・）【菖口い日宛の□５房』Ｆ⑭．ｐの１】づち『Ｊ１ごｍ】。ｎ両■⑰
弓臥沌国（耳⑭額く・）・冨凰日曾昌ｍｂｐ８宛。［■ロロの。ヨミ日副・国ｑ］ご］Ｃｓ・〕・国四口⑫のロ・ＣＰの臣：．』ｍＱの：碗。。。こ』』ｌこいｍ・エ・の．
■：め厨・囚ロー】○ぬ３℃三のい日Ｑの日い、ロのｐ』】口厨忌巴。］⑰ｎｐ８”①く。一員一○コ⑪ｏ⑰君①函巨ロ、】。○のロ］ロ汗のロ］『①砲、ごｇ亨菖日日巳沼・
烏円の．．〔ョ戸月日いの」ワ８日一［⑰一］・宍『。：の日へ『⑰．こ『の．最近の研究から次の一冊のみを挙げておく（ジャコパン・クラプメン
パーの具体的祇勤の叙述がひとつの特徴である）。【』：い『⑰『く。。【⑦Ｐｐの菖巴日閂訶のロロワ房・可・Ｐ菖・、国の『。．】℃恩・）。
（４）厨司丙睡、ロロ楠。Ｒケ３口口のロワロ『ぬ】い、ロのｐｏの⑰ｐｐＱ厨◎ずい浄伽口臼の陣ワユ飼の口穴円の厨‐。⑰いいゴロ［い、ずい沖のロぐ。ｐ旬日ご【のＰく。ｇ⑭の。⑭。
■ごＰ甘皿の［日めす日唾晩、ゴのい▽。］底⑰、ゴの②〕○日ロロ一・国Ｐ心・］『局・い・ＳｍＩご』。
（５）何吋ケロ「ロ。シいの。［円国のユ。ゴ〔・塚『・いく○日』い『。』『や①つめ。］『や。
（６）○⑰。Ｈ、二三月一回】旨＆円・シコラミ○Ｎ［口負目のの：『のご§の一月⑫ゴー『〔のロ】ごＣ『、の協いロの①旨⑰冨一［９日貝乏の油２月⑪Ｐ印ロロ：，
切堀のワ。【の⑪・弓①Ｊ・回ワｍｍＰ２ｎ穴［一口叩、ｎケの①』・ロロ一ｍい◎ず臥浄のロ・いの⑦ｉｓ四・四局『、。⑪『【。ｍの顛・・眉・の←齢・巴。
（７）口のすの列国倖『函の【、臣②ばづの。ご□いの『く貝⑦『』四ヶ漁の□『ＰＣ穴〔旨Ⅲ函いい凶⑰。のロＰＨのＰ国。・いついめ◎暉尻・同『ロ⑪〔・の【、の『・潔邑『ロワの門陀。⑭。＋い◎
け（後打では冊頭部欠滞。）
（８）ｏｐＢｏ頁のロロの⑫宍・口一晩辰口の仁四の◎ずのロ冨豆】⑪〔ｑ配色ロロ〆乱凰の‐の⑦笛ロロ［の口・宛臼ｎケの頒日（⑰口〕巳旨⑰⑩。。①ＰＤＰ臼菖『（ぬ』局。⑪□の『
革
命
的
道
徳
性
の
弁
証
法
一一
六
五
球
命
的
逝
徳
性
の
弁
証
法
一一ハ｛ハ
旨口ｑｚ耳ロワＣ【、⑫８。口菖、［Ｈ涛巳日‐ぐのＨ曰ご○貝Ｐ□ぬ⑪‐⑫四○汀のく。□沖蝕ロ西②◎ずのロ尻周の厨仰口堀のｏａｐｃ【ｇｏ⑦ｂＰＢ〔『○口：ロ］←・
冨口】弓ｃＰＢの幻日ロロ閉口骨シ三日ロのＨ固の９の冨口［１百一日‐の四目のすの可の浮且．］目叩【日⑪ケ日日⑫ｇの⑩ごｏ胃一⑩◎すの⑫］○日ロ巳．■・口・
Ｐ
仰
巨
ｇ
－
Ｅ
ｇ
・
属
の
Ｈ
い
巨
沼
厩
コ
ッ
ク
は
参
事
会
と
市
民
の
信
頼
関
係
を
再
興
し
、
収
支
均
衡
政
策
を
確
立
す
る
た
め
に
は
革
命
が
必
要
だ、と注釈している。ご晩］・向亘・の・屋①氏・エァハルトによれば、手工業者〔職人？〕のⅡ当は一グルデン、日雁いは四○ク
ロイッァーであるから、週五日間で年三一ないし四一週として、前者は一五五’二○五グルデン、後考は一○九’一一一一七グ
ルデンとなる。（』ｏＥＱのロⅡｇ犀の目の乱〔Ⅱ筒〕Ⅱいち勺符ロ日ロ、の〔Ⅱ。〕挿伊Ｃ巳⑪８吋Ⅱロのロ一○のロ）『駒一・厚ｇａ・抄晩の貝の『
国目、賃・鼻．⑭．ｍ・扇Ｆ皆９凶のロの》餌目⑭】い》ごロのＨ８⑪幻の。ｇ、．⑭紹歸・シロョ・山の．ハーシスによれば、仙身職人の岐低生活澱
は平均八○’一○○グルデンであった。なお注（皿）参照。
（９）鈩巨鴎○吋。の『Ｐｐｍ凹口、一一のす日ぐの、。円い閂》。。］・局・弓濃・沙ｐｎｐ的のＱ門ＰＣ宵】ｐｍｍＯｐ①の］・囚口埆⑫。ｐ風沖のＰの。Ｓ－ｍＰ’
（、）ごｍＦ同ＮｐＰａ・鈩頃①貝の門、⑦凶○頁ご函『。⑬》の．弓、ロロロ（ｍｐＣｐ忌日）。シ○月⑪の①“ロツ臼【ロロ日ぬい団陣刊傾周】ロＱＲｍＢｇｐｐＱ仰Ｐｍｑの日
伊仏ロロの》制日向リョのＣ丙ｐｐｍ■ロロ向川息ケロロ碩昏刊の⑪勺呉ユ。〔賦日Ｐ⑩・。．。。》屋ＨｐＣのＨい』ご切・（何吋］い□ぬのロ・ロローくの厨再睡研ワザ唇。巳の駮
閉の、シ混足の、、臼）なお利子税は四一一一・七菰、腱業所得税は二一・八七％（一七九六賑）である。エァハルトの報告にした
が
っ
て
物
価
表
を
作
成
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
（
一
七
九
六
年
）
。
一
七
九
二
年
九
、
一
○
月
頃
か
ら
物
価
上
外
が
は
じ
ま
る
。
く
い
』
・
レロいずｍＯｐ院ｎケの切扉＃ｑ『ＯＢ牌ＰＰ・Ｚ３０局ｐｐＱぐｏｇＰＢ０・淫３．鼠や弓①碑
（Ⅲ）』・】句弄。ｃ宛。［ロ也巨ワ・鈩口易昏Ｈ冨一［ｇ村頭角》ぬ『の）【の〔目乏口顛の。一向『風口臼のこ『の甸同臼豈①一［－ご》出口いめ「⑫ついご貝のＰ⑫．①ｇ｛・悼・い
くの旬い、亘の。①ロのレワ⑪◎ず、ば一汁のＰの丘。・・⑭。ｇ鰐１のｇ・》。（四口。□周回）・シロ日の旨の一荷ワの回国ＢＱＲ冒壊ロ『コウ円頭・－．如邑戸『【四一急の｛いの
厚ロ⑫【ワ⑦『頃の『・回・ロ・Ｐ・いち⑩齢《．（ロロ○コ望。］）薑厘口司『⑤冒臼［い］】の□・潔白ロ日の冨言『［日四口巴一の国々の、目、ｚ一．三⑫②－，句Ｈの】一］臼・
厨の９剪欧『ロ】円の一．ｇＰやｍ・仁Ｐｍ・ｏＣ－Ｑ⑪のロョーの口冗②。のョ：ロ日、宛。〔⑪Ｃ毒日一の○句］ＢｍＣゲョ回ロロ（□⑩の且○口逗ｇ）・鹿ユの（ｍｐｚ厚『ロー
ワの『頃の一国Ｐ『ぬの『》ｚ唇、ロヮ閂、》ＰＦ⑭。］』・」『馬》の己。・・、。』←Ｃｌ一遍・の。（四口。皀巨目）・函の扇す『ロｎ戸の門司：。Ｂ一一のロ。ＤＣの．一一、【・『・
（ロロ○．留日）・鈩貝臼⑦ロの口の⑩可“Ｐのロワの一のロロゴ２口、吠巨ｚ已司コワ⑰Ｈい〕『①四・⑦す。・・Ｐいいのいの．○『呉く（》。口唇一○ｍ一○一尻蚕（ロ⑭のロ○○口『ロ】）ど
の己ロロ一一９の『、の三の一②》【○口】ぬ⑪ロの『、〔ｚロ『ロ・貝、〕》三一◎ず：一一の弓＠ｍ》』『９．のす。・・の。慮司・
さ
ら
に
前
節
注
（
３
）
の
リ
ー
デ
ル
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
こ
れ
に
加
わ
る
。
彼
は
こ
れ
を
一
○
Ⅱ
ド
イ
ツ
に
向
け
て
発
送
し
た
。
姉
起
耶
の
姫
合
地
が
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
で
あ
る
か
ら
、
エ
マ
ハ
ル
ト
と
の
連
絡
を
推
定
で
き
よ
う
。
彼
は
フ
ォ
ン
・
ヘ
ル
ペ
ル
ト
と
共
に
一
七
九
二
年
春
ウ
ィ
球
命
的
道
徳
性
の
弁
証
法
一六七
０
Ｊ
 鍋 1796.7 
ﾉﾄｌＡｌ l２ｘｒ 
豚肉 l３Ｘｒ 
'１１羊チーズ（11,.） １５ｘｒ 
スイスチーズ ３２Ｘｒ 
薪（１．６ｘＬ６ｘｑ３米）ｌ６Ｇ．
＊Ｇ＝グルデン
ｘｒ＝クロイツァー
｡=プフェニヒ
革命的道徳性の弁証法
一六八
－ンを訪問しており（ぐ、』・唾臥興目冗のヨゴＣ－Ｑｇの尻一いい：甘司［ぐ・日胃．②．】ろい⑫・いち廓）、この時紹介された可能性が高い。
、
、
もっともリーデル自身は鮮察調誹で〔一七九四年四月？〕「シユトゥトガルトのホテル『ローマ皇帝』で偶然知りあった。」
と
述
べ
て
い
る
が
〔
傍
点
筆
者
〕
、
陰
謀
事
件
そ
の
も
の
を
否
認
す
る
方
針
か
ら
出
て
く
る
虚
偽
の
陳
述
で
あ
る
疑
い
が
あ
る
（
但
し
そ
の
他
の
点、思想や討論の内容など、はメンバーの著作と比較するとき、きわめて真懸性が高い）、くいＦぐの９。『□８８再○一芦。貝
乏耳⑥ロ関］側丙○寓口閂己記再日の一“３ｍ・巳・《・傍ト局程。】ロ叩出口口凶⑫。ご▽日。いい”円貫・如・］①⑬－己⑫。シーヰのロス・門口閂・□厨ヨヨの口曾
］鼻・互口の州・】貝月刊いの』ロの（汀渦・Ｐ日ロ、⑦Ｆぐ・）・ロのヨゴのロの旦鳥○ヶ一口月．⑪日耳、閂【・巳目・リーデルおよび事件に関しては次を
参照。恩『ロ図．シ且忌Ｐ⑫国のＱ巴・臼⑪ｍ・ロゴＦ【。－コ］や８．両目⑪〔三目油の『日：Ｐ句「・日〕。⑫８．臣［Ｃｓの〕ｐ８ワ冒司１巴⑰．。×，
【Ｃａ牌』し『垣・同感［Ｎぐぃ」）Ｐ『のＰＤ－Ｃｍ口［⑪［のロＰ口輌ＱＲＤｏ］】口⑪ｎコのロ⑪［『○３ｐｐｍのロヨロの貝、、三色ゴロ・宍『○ゴワ９ｍ、曰⑪．”一や刮画・
ロのロ〕めい】」い、】“〕回片○亘口の『甘口の門出：⑩ロ日泊ｑ『ロ○日『ｏ嵐の．三一のロ、菖口口９の。＄のい
（吃）因の『ゆす日Ｃ丙の『宅色目日一医員両目⑩ｇ①月旦回・い・ｐ．ｍ．瞳切・中、東欧ジャコパン派研究に際して注意すべき点は、政治的には
人
氏
主
権
、
経
済
的
に
は
私
的
所
有
権
の
確
立
と
そ
の
比
較
的
平
等
と
い
う
二
つ
の
原
理
、
民
衆
の
自
己
解
放
と
し
て
の
芯
命
戦
略
、
こ
れ
ら
か
」
蹄
ま
え
た
う
え
で
、
政
沿
的
組
織
の
而
無
を
問
わ
ず
、
蒋
述
活
動
蝉
を
通
じ
て
「
少
く
と
も
心
情
的
に
」
先
の
原
理
と
戦
略
を
追
求
し
て
い
る
か
否
か
、
を
検
証
す
る
こ
と
で
あ
る
．
（
な
ん
ら
か
の
社
会
運
動
に
関
与
す
る
場
合
、
事
実
と
し
て
の
民
衆
運
動
に
対
す
る
態
度
は
多
種
多
様
で
あ
、
、
、
、
＄
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
るが、そこでも先の鰍命戦賂を「少くとも心情的に」貫くか否か、が脂導ｌ同盟の観点から菰要であろう。）弓のロ】、⑪［：⑰
ご
叩
の
旨
円
の
２
：
５
ｍ
と
は
、
一
九
八
加
年
二
〃
シ
ェ
ー
ル
氏
と
の
討
論
で
一
致
し
た
点
の
ひ
と
つ
で
あ
る
》
さ
も
肢
い
と
ジ
ャ
コ
バ
ン
の
歴
史
的
役
割
を
過
少
評
価
す
る
こ
と
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
思
想
に
含
ま
れ
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
多
様
性
も
充
分
仁
汲
み
尽
せ
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
．
概
念
規
定
腿
つ
い
て
；
・
参
照
．
拙
稿
「
ド
イ
ツ
・
ジ
ャ
コ
バ
ン
派
』
胸
…
ａ
の
班
論
と
災
践
ｌ
カ
ン
ト
に
派
試
論
」
、
ワ
イ
マ
ル友の会『研究報止昌簸八典、一九八一一一年。⑩９８－・ロの貝の８の］鳥・ワヨ３．ご”Ｎの】［、９１沖歓ｗＣの⑫。罠ｎ頁⑪畠ｍｍｇ⑪、冨排］ぬ．
〕『・・屋＄。⑭。］】⑬ＣＩ巨吟Ｃ・ゴ巳［Ｑｏ３ｐＣ厨口のＰＦＣ汀の］口汚○ご口角・一目□の厨のうめ（ず協函・『・）・Ｃｂｇ⑪のゴの日く○一貝】Ｃ風月Ｃのョ。汽日，
【の。・の、□の。（豆のロ⑰【一国ユの．）ご』①ヨー・の【貝［豹、「【・砂ご旨１〆〆ぐ目・少滉、一宍■ずＰ〕、六○丘】口角一日宛ずの旨一句。□ごｍ白再昶四『［包己『の。（ケル
ンの迎動史に側する先駆的研究。）匹命一『目［冗臼８－戸の『（耳⑪輯・Ｐの旨鴇一・く・）・〕鳥・▽首閂冒シ辱【の一の旨・ロロ・『：⑫ワ『：穴』①『『・
（中、蛎欧のほぼ全域をカヴァーする論文災で、各地域の七○年代の研究水準を示す。）［□ぬのい［の目目・口［の日房のゴの『］、穴・’
グー、〆￣、
１９１８ 
、－”、－〆 。一日肱日ロ⑭ごＣのロ蕨○三■且（弓＄－」、ｇ）．、【貝愚腎［］や『の．（研究史。ほぼ企テーマの研究課題をロ壷赤するが一般的すぎるご）
国の旨の『ご旨ロ日曰・や。胃房口且のＣゅ○三．汀［の．怠【○ヶ一日⑪ｐＥｍ３厨９ロゴ賄冒Ｃの貝の、三目。＆国○の・・句・凶・菖・、回の『ロ、ｚの急邑。『宍
巳匿・〕・日○日すの【（芹⑪聴く。）．宛のく。｝目・鼠月ぐの【：口洋・犀。：円昶、弓いご『一・（ジャコパン派だけでなく、向山主義、保守
主義も含めて、抜粋収録。）唇巴員ぬく○個〔・ロの。Ｃ貝の、ゴの］具。亘口】い◎冨匡［の３２【：○勺：一国⑩［房弓９－畠９．国⑦司冒］①劇・
（上記シェール、トレーガーと並んでドイツ民主共和国だけでなく、ヨーロッパ（含ソ連邦）の研究に先鞭をつけた。史料
的には古い。）ポーランド、イギリスについては次の一一つが旗水的に信順できる。国・炉ＢｐＣａｏ厨蔑．Ｆの⑫】の８亘口のロ○一・口巴⑪．
『胃口『⑰口乏己③切・七二ヶの耳ＯＣｏＱｇ』Ｐ『ずの両『』①。。⑫○ｍトザの『［竜・日ゴの両ロ泊］｛⑪ゴロ⑰ョ。ｑの［一．富Ｃくめ日の貝旨［ずのシ浦のＣ［［ゴの司月，
ｐｏゴ丙のぐ。］ロロ○コつい○口。。□戸①『Ｐ
（皿）以下の記述は全而的にエルンストペルが１に依る》くい房向『ロ⑫【ロの『、円・回、Ｐ○・・い・鹿⑦Ｉおｍ・
（川）後述するように、一七九四年Ⅷ’五月にかけての『基本契約』によって〃、士会の：：。［目の構成員数が変わるが、主な
行政組織を列挙すると次のようにかる・小参那会巴巴：『】烈囚［。。．、の：【（・ハトリッィーアニ川人、参小会盟友七人）と〃仰
士
会
が
合
し
て
大
参
事
会
Ｃ
８
ｍ
Ｑ
恩
［
を
構
成
す
る
．
名
士
会
は
小
参
事
会
メ
ン
バ
ー
の
選
挙
権
を
も
っ
た
市
民
か
ら
な
り
、
パ
ト
リ
ッ
イ
ー
ァ、商人、手工業帆方各七○人、学濁、官吏各二○人、計二流○人が定数である（『雑木契約』以降）。四週交代の市長は老
若二心、が小参事会によって指名される。名士会はかっての課税同意権を失い、訴訟は小参獅会が、雑件聯川は市艮が行う。
したがって実質的権限はすべて小参事会に集中している。なお地方長官等行政職の始んどすべてはパトリッィーアが独占し
ている。ぐ巴，ｍ『ず凹己やシ、の。［ｑ国の『局汀〔・璃『。②．ｍ・弓、－］『『・
（胆）シワ院の。『ＰＣ丙（旨叩頭いい⑩騎沓、己Ｐ別の口・ロロ・』・の。①○つＩ③○⑪。
（畑）ご頭］。、『ロ②８円、ｑ・餌・口。。。》の。一一『’一Ｊい・の】のゴの四口、戸甸『】⑪□のロ⑪０口。□尿ユの鴇ｉｎ○月】の「ぐ○日湯・「ご’○・〕引田・
（Ⅳ）ぐぃ辰宛８口〕ロロロ・ぐ。』一⑫ＢｐＱ－樋の○の印Ｃ亘○す〔のＢのご閂この『３－滴ロロ鴇ロロロロ日の】口の『【ん』：ロ・ショ⑫［ｑ８３（し］８口回）・】己の．⑫．
』一心。冨口且呉月⑪冨憧い－ｍ【日［⑪くＣ３］・酋・弓農・凶嵐のｎ口目⑫ｎ房の」．⑪口８２［⑫９の］凹丙○ケ目の『．⑪．Ｓ・
（：。昌日）・鈩号の⑰⑰Ｐいい．『．⑭（．しかしこの『契約』はパトリッィーアの支配体制に対する些かの歯止めにＪｂならない“第
雌
命
的
道
徳
性
の
弁
証
法
一六九
革命的菰徳性の弁証法
一七○
一に『経済改糠・会計朧在委瓜会○の六：○日『の‐ぐのＨワＣ服の『目、⑫’ロ且幻のｃ一）：。、⑪‐【のく】の一・口、‐、○一一の殖旨日は参蛎会と〃仰士会か
ら
各
々
七
人
計
一
四
人
で
構
成
さ
れ
て
お
り
（
第
二
条
）
、
そ
の
権
限
の
中
に
は
財
務
艀
理
が
含
ま
れ
ず
、
た
だ
報
告
聴
取
、
湖
在
に
制
限
さ
れ
（
第
七
、
一
二
、
一
四
一
五
条
）
、
節
二
に
〃
仙
北
会
の
決
定
は
参
小
会
の
紹
呵
が
な
け
れ
ば
無
効
で
あ
り
（
節
四
四
四
兀
条
）
、
妓
後
に
〃
、
士
会はⅢ接選挙で選ばれており、かつ選挙人から女性、「居冊氏」、非脚血膿氏、したがって大多数の民衆（節二節注（応）から
鵬
症
す
る
と
、
八
○
％
を
占
め
る
）
は
排
除
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
（加）仇し「居酒脇政論家」を紺乗る、このパンフレットの耕者脚身（恐らく手工業親方ないし職人と思われる）は『契約』竹
成派である。ぐぃ炉同区。いい』、－〕Ｐ
（別）一七九四年中にニュルンベルクで発見されたポスタ－．．ハンフレットは次のⅢり。桿・シロヰロ【：□ご『Ｂ［ずの口映⑫三口く目
く・日』Ｐ酉・旨》国目⑩一⑩．、ロ貝の。・巴・Ｐの．①庭－③急．（ジャコバン・クラブを背鍛にもち、専制打倒を訴える。一一二人の頭文字
淵〃仰あり。）い・両のロ：一房目厨目の⑩の８の【くＯＢシコ註口い］ロ日．甘》⑫９①の一・句旨嫡⑭◎ず『扉８．⑫．⑫Ｐ（シェールによれば祇川・
くい一・句ｇ・シココテ」・印刷職人クリスチャン・ホルッハウザーと友人ヨハン・ルーカス・トップが六月五日逮捕され獄中へ。
二
人
の
征
言
「
狐
水
腫
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
グ
ウ
ハ
ー
夫
人
か
ら
各
々
六
部
職
い
、
ニ
ク
ロ
イ
ッ
ァ
ー
で
販
売
し
た
。
」
ダ
ウ
ハ
ー
脚
身
は
「
見
知
ら
ぬ
学
生
か
ら
三
二
部
受
け
取
り
、
残
二
○
部
は
友
人
に
渡
し
た
。
」
と
証
言
。
二
人
は
一
一
一
週
間
後
釈
放
さ
れ
た
が
、
絲
察
・
参
事
会
が
推
定
し
た
ニュルンベルク・ジャコパン・クラブは結局分からず仕癖に終わった。次節水文および注（犯）好一も参慨小。くいＦ向日⑪ｅの「‐
、閂ごＰ口。。。》い←いい－ムｍｅ伊ロロで段一ロ】・く○吋目いご、、ロンロの一つ⑪。ゴ『のびの『。・ロコロの⑰ｐｐｍ。［のロ・ロ句、ゴロ周、の一⑰［一一○汀のロン【の一○ローロ
ロロご○ぬ⑦一陣ｐｍｑロ旨局壺］口①Ｒ・・ご印い、夛の①一・餌・Ｐ○・・ｍ。Ｊ］－割Ｐロロロロ『【⑩一一巧の一い⑥両用ロ⑪３月疽閂．、。←巴抗艀同『云厩門口ロ函・のの
レロヰロ齢く。３．口い・（ｕ○ヶ員いぃ尋『一の○月す。］〔の『レロヰ員がロ日ｎ口①貝⑫◎ずのｚ口口○口ぐ○日］『。②・・しロ⑪ｇｏ｝】ニコロシ蔵『コワ閂、。ご恥
出：い｝⑪》○ヶ⑦『目の丙の。高い］Ｂ‐Ｓ『ｇｑｍ９⑦の一》国ロ鴨ロゴ『『沖の口・の・臼Ｉ駅．（次節水文参照。）の．、の面目［『ロ：汀目頭：■一一の
、門目の日し【胃の⑫８Ｆ》一員の９の⑦一・の９．．い⑰①ｌｍＰ司少信索ｏａｑｐｐｍｇ凶一一のＣ３ぐの切日知§ｃ向い０（加川注（９）参照。）
（、）凶〔一の印［：いめ○げ：一・段且の貝⑪目の］臭・ヶごｇ、．Ｂ・
（羽）ｇｐｍｇ・宛民曰碩⑦【の鉱圧は、シェールによるのとは異なり、巾民兵閣日の『ロ〕】旨の川励による。くぬ」・句１日目の．Ｐ目
尻ユの鴨’○○宮ユ円『○日⑭。〕Ｐ』『①竿。
し
か
し
な
が
ら
エ
ア
ハ
ル
ト
は
あ
の
「
・
ヘ
ー
ペ
ル
の
反
乱
」
の
な
か
に
、
現
在
の
危
機
を
克
服
し
、
パ
ト
リ
ッ
ィ
１
ア
寡
頭
制
に
代
え
て
民
衆
の
自
淌
を
実
現
す
み
力
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
、
「
あ
の
四
几
の
蛛
起
で
数
名
の
嘘
つ
き
ど
も
に
よって教唆さ辿起」のだ、という一時的な判断だけによるものではない。一七九二年春以来彼が鵬附してきた道徳的
自
然
法
の
理
論
、
そ
れ
に
峡
く
政
沽
的
・
細
微
的
実
践
、
こ
の
間
耐
に
照
ら
し
て
、
不
可
避
的
に
距
離
と
持
た
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
（別）面ユ区く。回向『云日□凹口い、嵐一一円くＣヨ砲脚一・局＠ｍ・旨⑬の、豆』］⑤『。ごくの門歸の・国。・い、・の。こ←－】のｍｑｎｏＰ臥囚ぐＯＢ山０一・便ゴロの。←・］『やｍ・
侭日ｚ日ロワの局】⑬９２、す『○日〆筥旨のレロュ一・：、ゴ：堀８２０云口目⑪Ｃ二のＣ］・司一巨昶⑫ｎコ１汀：．⑪．Ｂ・ぐ、一・⑫０コの⑥－．⑰口呂の貝勿◎ずＣ
〕具。。ご月．⑫・９ｈ．同日⑪ｅの『、ｑ・い一ｓ－念一・（側し後背はⅡ付など不服砿である。）
（妬）同『口⑫ｅのＨｍＲ．、．怠い．この非常措置は六凡二十二日やっと解除になる。
（妬）（ｍｐｏｐ冤日）マシコョ巴口の一一のすのロ、陣【和ｑごｚ陣『コケ閂昶。、日の「⑩［のロ。⑪【の『日埆の。○・○・（》白『ロワ円昶）ごＣ、。⑭。、命。。、［・・己。（、ユ回，
□ぬのＰごロ・餌の而沙ｇの。』８句）
（幻）同、ゴロ『ｇ□すの『○閉幻のＯゴ〔。ｍ・や『→、①｛。ご単の命・
（犯）口「肘［②。、。三一一の『く。Ｂい⑭●トヨ①吟
後
者
は
エ
ァ
ハ
ル
ト
の
親
友
カ
ー
ル
・
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ン
・
グ
ル
ン
ト
ヘ
ル
で
、
市
民
叩
中
尉
、
参
謀
で
あ
っ
た
。
エ
ァ
ハ
ル
ト
は
後
か
ら
こ
の
件
を
厄
接
彼
か
ら
剛
い
て
、
「
彼
の
試
み
の
非
道
徳
性
を
分
か
ら
せ
る
」
と
同
時
に
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
を
治
す
た
め
に
尽
力
す
る
。
な
お次節本文でも一汀及する。
（”）以下の事件は次に依る。ぐ巴⑫９の①一・ｍ目□の貝⑪９の］鳥・ワヨ目⑪・８１『Ｐ
（抑）次節水文参照。
革
命
的
道
徳
性
の
弁
証
法
二
並
命
的
遊
徳
性
の
爪
皿
と
体
系
一
七
一一
「
あ
の
倣
大
な
〔
フ
ラ
ン
ス
〕
国
民
は
人
椛
の
再
興
を
旗
印
と
し
て
掲
げ
行
伽
し
て
い
る
の
に
、
他
の
識
国
民
か
ら
は
人
川
性
に
敵
対
す
る
、
人
倫
的
秩
序
の
破
壊
新
、
放
恋
な
抑
圧
者
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
…
…
な
ぜ
な
の
か
。
人
椛
の
人
間
的
本
性
一
を
解
明
す
る
必
喚
（２） 
が
あ
る
。
一
言
い
換
え
る
と
、
専
制
の
打
破
、
人
椛
の
再
興
は
な
ぜ
正
当
な
の
か
、
こ
の
問
い
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
す
ぺ
て
は
恋
意
の
産
物
と
化
す
る
他
は
な
い
。
た
し
か
に
我
が
師
カ
ン
ト
が
、
自
由
意
思
の
自
律
性
を
人
倫
法
則
の
存
在
根
拠
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
愈
思
の
格
率
と
行
為
規
価
と
の
川
係
に
ま
っ
た
く
新
し
い
光
を
投
げ
か
け
た
が
、
し
か
し
こ
の
原
理
は
充
分
具
体
的
に
雁
附
さ
れ
（３） 
ｆ
、
道
徳
的
存
在
と
し
て
の
人
川
か
ら
川
発
し
て
自
然
法
の
体
系
を
波
線
す
る
試
み
は
、
残
念
な
が
ら
い
ま
だ
》
沁
成
途
上
に
あ
る
の
だ
。
さ
て
人
間
の
人
川
た
る
所
以
は
、
彼
が
自
然
の
欲
望
や
衝
動
に
し
た
が
っ
て
自
己
保
持
の
た
め
に
活
動
す
る
か
ら
で
は
な
く
（
こ
の
幸
福
追
求
は
他
の
勅
物
と
共
通
す
る
）
、
①
自
己
啓
蒙
に
よ
る
自
己
決
定
、
他
人
の
意
思
か
ら
独
立
し
た
間
櫛
の
洞
察
に
雌
い
て
（
良
心
の
向
山
）
、
②
選
択
し
た
人
倫
法
則
（
緋
遍
的
に
妥
当
十
ぺ
き
と
判
断
さ
れ
る
祇
嬰
洲
）
に
従
っ
て
行
為
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
行
為
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
カ
ン
ト
の
言
菜
を
俗
り
る
と
、
人
川
は
人
絡
と
し
て
行
為
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
人
格
性
と
は
自
ら
（１） 
の意思の格率を常に人倫法則のなかに求めることのできる能力に他ならない。とくに自己決定の①一ワ⑪［ウの⑭口日日目、
なる形式的条件が道徳的存在としての人間を特徴づけているのであって、逆にこの条件の放燕は個人の内なる人間性
ｇ
８
の
、
９
日
〔
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
だ
か
ら
道
徳
的
た
れ
！
と
い
う
の
は
た
ん
な
る
嬰
袖
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
雄
勝
な
の
で
あ
る
⑩
「
自
山
な
道
徳
的
存
在
に
と
っ
て
の
〔
自
由
〕
法
則
は
当
為
の
性
格
を
も
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
こ
の
当
為
と
は
、
〔
法
則
、
も
の〕指図が私の道徳的本性の徒として承認をえざるをえないほど私の本性に適合している、という固有の確信のなか
に
あ
る
。
…
…
だ
か
ら
〔
各
人
の
〕
理
性
が
唯
一
真
の
立
法
者
な
の
だ
。
人
倫
法
則
さ
え
理
性
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
一
「
人
ある。
離
命
的
道
徳
性
の
弁
証
法
－ 
-七
二
こ
の
道
徳
性
の
原
理
自
体
は
直
接
に
は
内
面
的
な
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
諸
個
人
の
行
為
（
外
而
的
現
象
）
と
し
て
実
現
さ
れ
な
い
な
らば、抽象的要諦にとどまらざるをえないであろう。私はだから、「道徳性の外的炎川に必喚な一切のものに対する
椛
利
、
し
た
が
っ
て
私
を
道
徳
的
存
在
と
し
て
示
す
の
に
必
要
な
十
ぺ
て
に
対
十
る
椛
利
が
人
椛
な
の
だ
。
｜
と
州
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
（６） 
な
い
。
道
徳
か
ら
法
・
権
利
へ
の
移
行
・
推
論
は
一
見
無
謀
と
映
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の
も
法
と
道
徳
の
分
離
こ
そ
が
恐
ろ
ぺ
き
神
政
政
桁
を
不
可
能
と
す
る
の
だ
か
ら
。
然
り
、
が
Ⅲ
題
は
、
形
式
上
分
離
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
内
秤
止
法
の
「
内
的
制
限
」
と
し
て
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
道
徳
爪
理
と
の
関
係
な
の
だ
。
そ
し
て
椛
利
・
法
の
分
析
か
ら
も
こ
の
椛
論
は
正
当
な
の
である。なぜなら、幻の、ロ［はたしかに両義的であって許容と命令
両１回
忌
厨のご
Ｆ
ｏのｇ
［
を含み
、とく
に前背
の
場
合
我
々
の
恋
意
に
価
さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
の
場
合
で
も
蛾
欣
と
恋
愈
の
内
存
は
決
し
て
人
倫
法
則
に
矛
府
し
て
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
も
な
い
と
他
人
の
恋
意
と
衝
突
し
、
法
の
反
対
物
つ
ま
り
ア
ナ
ー
キ
ー
へ
と
悪
徳
環
的
に
巡
行
し
て
い
く
こ
と
に
な
ろ
う
（
後
（７） 
者については一言うまでもない）。
こ
の
原
理
に
立
つ
と
き
、
人
権
の
体
系
は
ど
の
よ
う
に
演
鐸
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。（８） 
Ｉ、まず自己決定原叫に耐接脳礎．つけられる諾個人の「脚立性の権利」。川その核心は「人側の心の慰め、つまり
宗
教
」
に
か
か
わ
る
良
心
の
自
由
に
あ
る
。
ユ
ダ
ヤ
教
徒
で
あ
ろ
う
と
、
あ
る
い
は
神
を
信
じ
な
い
人
で
あ
ろ
う
と
、
そ
れ
は
個
人
の
自
由
裁
量
に
完
全
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
領
域
に
他
人
が
介
入
す
る
こ
と
は
当
人
の
人
格
を
直
接
否
定
す
る
こ
と
に
な
る
川
は
法
・
正
当
性
に
側
す
る
自
己
判
断
を
決
し
て
放
粟
し
て
は
な
ら
ぬ
。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
一」れが自分自身にたいする義務の源泉であって、この義務は、
（Ｐ、）
法則の下にあるのだ。」
革
命
的
逆
徳
性
の
弁
証
法
さ
も
な
く
ぱ
彼
は
ｎ
分
の
蝉
厳
を
放
棄
十
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
淋
が
行
う
十
ぺ
て
の
な
か
で
人
格
性
を
示
せ
、
と
い
う
将
週
的
一●
七
三
て椎ろ（２）のあへ不不１１１ョに準自を他う
はをう移権るじ当当一ｌｌｎｌｌよは１１１４必な゜
fllillliシ＃(Ｊｗ:繩,:ｉｉｌｉぞ腕ii：ビ，“Wlil鳥Ｗ：f1iliIjilil＃Ⅶ蝋Ⅶ＃窪學iiii鮴：！“;ｗ川棚{麟輝騨足い家ろ’（１）’:｝の体へｉ１ｉＩＬ努分でイノ|：ｆＩ忠蝋賎:ｌｌｉ:戯Ⅶ＃私。'ご'ｉ１１が人後''i'llWil：そ獺fiilL’洲鯉留鰄'１Ｍ川川にはぱ,１はブノイ１．－１‐ユ゜ららて忍必Ａｌｌ□ノ１１；人、１１１ヨ1噸繊鱗iihLi溌鰯1鰯の排が侠人。動のか生他あ国権主が強ら（１）まだ豪解のに勝|棚協ビボ'1'鮴縢砿；Ｍ＃＿をイ「とスのくさ所Ilill（,１K豪，一十Ｉ,，とき七
＃際ｻﾞ鮎：Ｍ,‘ＩＩｌ１ｉｌｉ：ｉｏｖ２Ⅷ
~)￣ｉｌ６らハな性かｉｎ奴１１１存は観良三と
る同のでのへがら犯ＩＭなと他的心条，＿
のし人あだＵこでU）は使は人麟の件に
'j〔をあつのつる等ら－，がうｔらは
、下つの歴い低Ⅳな‐'［椛人，,11：１，，、＜領
{!;鱗離郷
Iii蝋臘蝿職雛灘IIiで－iil灘11灘的争と源握理利はな係月要廃平利てがｉｉｉ騨蕊ｉつ谷もとる象の体は、-′ぱ締ろのがそ人正十°とｌｉＵＭｌｉリな）Ｑｉな結こでイ<の蚊・れｌｌｌな略、〈得ら樵と｝よＴｉｌ判判不ぱ家るの政、さなへがな能断官正、と伺いｉｆｉ刀れい契でいとをU）の後は家一ゲに人ね。約きとな実原判打．ひ体」し対のぱこ内るしる
行ｌ１ｌ１定仁とIljIIに十平なの容よてか
革
命
的
道
徳
性
の
弁
証
法
一七五
革命的道徳性の弁証法
一七六
に
移
す
こ
と
が
で
き
る
（
「
法
的
自
然
状
態
」
）
な
ら
ば
、
戦
争
状
態
を
必
然
化
せ
ず
、
各
人
が
人
倫
法
則
に
従
う
「
市
民
的
Ｉ
倫
理
的
国
（肥）
家
「
｜
状
態
が
成
立
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
自
己
啓
蒙
が
低
い
段
階
に
あ
っ
て
は
（
こ
れ
と
逆
の
想
定
は
、
今
な
お
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
を
殺
う
不
正
義
の
状
態
が
な
ぜ
存
続
し
て
い
る
の
か
説
明
で
き
な
い
）
、
人
々
は
暴
力
、
知
恵
、
呪
術
そ
の
他
い
ず
れ
の
故
で
あ
ろ
う
と
、
あ
る
ひ
と
つ
の
椛
力
に
従
瓜
す
る
形
で
国
家
状
態
に
移
行
し
た
の
で
あ
る
。
時
の
経
過
の
な
か
で
人
々
は
服
従
に
倣
れ
て
し
ま
い
、
「
稗
、
、
、
、
慨によって、発的に服従する」ようになり、権力者は権力者で「人々から収秤した財を恩恋としていえ、それを通じ
て地位・官職の階胴秩序」を設け、支配を強周なものにするとともに、「大衆には一時のお祭、恒常的な娯楽の提供、
（〃）
賜
物
」
等
々
の
手
段
に
よ
っ
て
支
配
の
珈
実
を
忘
れ
さ
せ
、
「
聖
職
者
や
学
考
を
縫
い
」
支
配
の
正
当
化
を
図
る
。
こ
う
し
て
成
立
し
て
き
た
現
存
の
国
家
は
支
配
新
ｌ
胞
民
関
係
を
原
則
と
し
て
お
り
、
「
市
民
の
諸
権
利
を
相
互
に
保
証
し
あ
う
市
民
社会」の対極をなす。なぜなら後箭は従屈関係ではなく、平等な市民による共同態の形成、「人民主権一原理に立脚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
政
淌
体
制
つ
ま
り
権
力
構
造
か
ら
す
る
と
き
、
現
存
の
そ
れ
に
お
い
て
は
凶
権
（
立
法、執行、司法、選挙の行樅力）が分離されず、一考に集中されたり（専制ＣののｂＣ鳥９口の）、暴力的に結合されたり
（繋制曰胃四目囚と絶対的民主制シ宮ら一日の□の日。汀口感の）、あるいはまた君主に立法・執行両権が独占されたり
（
絶
対
的
湫
主
制
）
し
て
い
る
。
さ
ら
に
法
を
実
効
た
ら
し
め
る
「
至
高
権
と
し
て
の
執
行
権
一
も
市
民
の
委
託
を
受
け
な
い
恋
意
的
権
（釦）
４〃となっている。
こ
の
よ
う
な
不
正
義
の
状
態
か
ら
市
民
状
態
へ
の
移
行
は
、
い
わ
ゆ
る
契
約
に
よ
っ
て
は
不
可
能
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
契
約
の
内
容
（
人
権
を
含
む
諦
椛
利
の
相
互
保
諦
）
が
与
え
ら
れ
る
た
め
に
は
、
そ
の
内
容
を
前
も
っ
て
契
約
主
体
が
認
識
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
いが、もし認識していながら不正義をⅡ受しているとすれば、それは「勇気のなさ、怯弱」の証にすぎず、したがっ
だ
か
ら
も
し
現
存
国
家
の
根
本
原
則
が
人
権
と
矛
盾
し
人
川
の
諸
椛
利
を
抑
圧
し
て
い
る
な
ら
ば
、
こ
の
原
則
を
変
災
し
真
の
市
民
社
会を実現する行為が不可避となろう。そして現存諸国家は多かれ少かれこの欠陥をもっている。このような「根本原
則
の
変
更
が
一
般
に
革
命
と
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
…
…
原
則
が
人
類
の
諸
椛
利
と
国
民
の
利
益
に
矛
府
す
る
と
信
ず
る
が
故
に
、
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
の
だ
。
革
命
の
正
当
性
が
探
究
さ
れ
る
ぺ
き
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
敵
の
革
命
に
つ
い
て
の
み
語
り
う
る
。
」
あ
る
い
は
原
則
、
政
治
体
制
、
政
府
い
ず
れ
に
原
因
が
あ
ろ
う
と
人
権
抑
圧
の
不
正
義
に
対
し
て
蜂
起
す
る
こ
と
を
、
一
般
に
「
反
乱
」
と
呼
んでもよいだろう（しかし原則が市民社会の原理に適っていて、体制や政府がそれに反する場合には、球命ではなく
（型）
た
だ
「
改
良
」
に
つ
い
て
の
み
語
る
こ
と
が
で
き
よ
う
）
。
「
②
革
命
の
正
当
性
は
し
た
が
っ
て
、
実
定
法
の
中
に
求
め
る
こ
と
は
で
き
ず
（
な
ぜ
な
ら
現
行
実
定
法
の
否
定
が
革
命
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
実
旋
法
が
雅
命
権
を
篭
す
る
こ
と
は
脚
己
矛
臓
な
の
で
あ
り
、
し
か
も
こ
の
繊
利
を
総
く
鶴
は
論
理
的
に
ｌ
実
定
法
艇
超
越
す
る
霧
が
鞭
点
な
の
だ
か
ら
ｌ
存
祇
で
き
な
い
）
、
逝
篇
存
廊
の
条
件
と
し
て
の
人
搬
（
犯
雛
に
よ
る
鵬
：
除
い
て
い
か
な
る
、
、
、
、
法
も
制
限
で
き
な
い
人
椛
Ｉ
・
）
に
雑
く
他
は
な
い
。
革
命
柿
行
使
「
決
定
の
手
助
け
と
な
る
の
は
私
の
良
心
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
際
大
切
な
の
は
私
が
次
の
疑
問
に
ど
う
答
え
る
か
で
あ
る
。
利
己
的
目
的
を
求
め
て
は
い
な
い
か
。
た
だ
〔
人
椛
擁
誠
と
い
う
〕
真
理
だ
け
を
必
要
と
す
る
か
。
…
…
復
響
心
は
な
い
か
。
私
の
良
心
が
こ
れ
ら
す
ぺ
て
に
韓
の
証
を
与
え
る
な
ら
ば
、
私
は
正
し
く
行
肋
し
て
い
る
の
弛命的逝徳性の弁証法
一七七
て
新
た
な
社
会
契
約
も
で
き
よ
う
は
ず
が
な
い
。
逆
に
ま
だ
認
撤
し
て
い
な
い
と
十
れ
ば
、
目
的
な
し
の
契
約
と
な
り
、
こ
れ
は
自
家
撤
耕
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
契
約
内
容
を
実
際
に
保
証
す
る
幡
力
は
旧
来
の
そ
れ
で
は
あ
り
え
ず
、
新
た
に
飢
川
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
は
契
約
に
よ
っ
て
は
不
可
能
で
あ
り
（
契
約
と
は
言
葉
に
よ
る
約
束
に
す
ぎ
な
い
）
、
し
た
が
っ
て
契
約
以
外
の
手
段
に
依
ら
な
け
れ
（別）
ぱ
な
ら
な
い
。
(4)こ民、だ徳ろへかかのつＴｌＴｉｌＴ
しれ衆、け的う運つに（３）樅て民氏さ
たとが、で成。そ－］ノｉｆ利組の社ら
が区熱、あ年私れ命命が織利会に
つ別力、るへのをへの譲さ害い人てさ的、。の良甘淵主渡れをず権
;：藤ドド；illll！；’鰯illliⅧ:紫鴬Ｍ澁納瀧繍はるざの、に、のて￣,〕っでは十与的良二辮潔#;壹雛画鯛iii；ｉiii繩１Ｍ''Ⅷ編のしさ、あ力ｉか人し代力とくに１、；〃る紬ら々てｌｌＩ１Ｌ、、牌＃趣it尻ililHA住：聯蕊た船：鰻蝋繩tlilMliliiii雛陸鯛画級知命、まこひに女りに＄Ⅲ;ii剛競;ｌｌｉ樹繍Ｒ命根磁つ行の可ひて民椛て;211i私￥徽赫；“ＭＩＩ治体欲語’'三と階の行力１１証硴的制にる当規級民リ（１）しをなiiJをよこと定に衆でな月認
能廃つとなすよできけ的識挫毯鞠鰍jiぞ鷺州ｔＫｊ
のよかきではｉｉｉ。で戒て婆
'１MうれるあｌＬｌ徳民あ立共で
題とるとつ己的衆つし同あ
と談こす‐た矛未とてなでろ
しみとれ・盾成は、い添う
ili“':(３Ｆ(Ｍｊｉ潔L<シ｣（
起衆りに藤りととにまる和
さのうだ蕊、ししよたた’|刈
れへｉｉｉ［る次．に誤ててつそめ、
るＺ命・のより扱はてれに民
．はだ場るでわた行に、主
|;１、が合遊あれし人よ全Iljl］
（四）
ある。一
革
命
的
道
徳
性
の
弁
祇
法
一七八
、
、
、
、
だ。」「不正義の除去、正義の実現、声」の目的の場合にのみ、革命は道徳的に正当である。」なぜなら人権の保証によ
っ
て
の
み
、
私
の
道
徳
性
が
証
肌
さ
れ
る
の
だ
か
ら
。
し
た
が
っ
て
人
川
の
「
溌
務
に
雑
く
行
為
と
し
て
の
み
拡
巾
は
可
能
と
な
る
の
で
己
啓
蒙
の
権
利
、
思
想
表
現
の
自
由
は
制
限
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
。
時
の
政
府
は
た
し
か
に
計
画
の
中
味
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
禁
止
で
き
る
の
は
（
実
定
法
に
照
ら
し
た
）
実
行
手
段
の
適
・
不
適
だ
け
で
あ
る
（
そ
し
て
実
行
の
手
段
も
、
革
命
が
不
首
尾
に
終
わ
っ
て
銃
圧
さ
れ
た
り
、
二
砿
権
力
の
内
乱
状
態
に
な
っ
た
り
せ
ず
に
、
一
度
成
功
す
れ
ば
、
一
切
の
既
成
秩
序
は
正
当
性
を
失
う
か
ら
、
新
た
な
正
当
性
が
問
題
と
な
る
こ
と
に
な
る
）
。
だ
か
ら
砧
命
を
汁
阿
的
に
躯
術
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
飛
附
は
行
動
の
た
め
の
川
意
で
あ
る
か
ら
、
政
沿
結
社
と
し
て
組
織
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
り
わ
け
「
ド
イ
ツ
に
は
平
均
し
て
他
の
ど
の
国
よ
り
も
多
く
の
啓
蒙
さ
れ
た
人
間
が
い
る
・
・
…
・
に
も
か
か
わ
ら
ず
ド
イ
ツ
人
の
性
格
は
平
均
し
て
無
気
力
で
頑
迷
で
あ
っ
て
、
静
を
胴
（羽）
察できはするが、それを実践しはしない」からである。
さ
て
お
よ
そ
こ
の
よ
う
な
道
徳
爪
理
１
人
樅
１
，
然
法
（
市
民
社
会
の
組
織
原
班
）
の
波
榔
体
系
に
よ
っ
て
雄
近
の
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
民
衆
遮
剛
を
見
る
と
き
、
完
全
に
欠
蕗
し
た
視
点
が
あ
る
。
第
一
に
幣
蒙
さ
れ
た
人
権
の
意
識
。
民
衆
の
述
勅
が
「
抑
脈
と
貧
川
、
不
法
に
対
す
る
反
乱
豆
⑭
日
忌
百
・
口
」
で
あ
る
こ
と
は
私
も
認
め
る
。
そ
し
て
私
の
言
う
革
命
が
一
般
に
反
乱
を
通
じ
て
唯
ず
る
こ
と
も
認
め
よ
う
、
「
だ
が
反
乱
の
場
合
で
も
、
そ
れ
が
被
抑
圧
の
苦
脳
の
感
慨
か
ら
牝
じ
、
犠
牲
が
航
命
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
ぺ
き
な
の
か
、
そ
れ
と
も
椛
利
そ
の
も
の
に
対
す
る
関
心
か
ら
生
じ
、
人
椛
そ
の
も
の
を
ば
徹
し
よ
う
と
す
る
の
か
、
で
は
大
き
な
述
い
が
あ
る
。
後
打
の
（澱）
反乱こそ神聖であり、人顛の勝利なのだ⑪」
第
二
に
そ
れ
は
、
Ｒ
ｕ
啓
蒙
に
雄
く
行
動
の
川
体
、
政
胎
結
社
の
組
織
化
を
先
行
さ
せ
て
は
い
な
い
。
一
七
九
二
年
以
来
私
は
宣
伝
・
（抑）
稗蒙の組織、ジャコパン・クラ式、そして大商人を〈問むサークルの結成に一償して努力してきた。又以来汁剛してい
た雑誌『文芸諜飾』の企ては、同年『ニュルンベルク芸術家・芸術愛好家協会』の結成（蒋妬な美術商フラウエンホ
（別）
ル
ッ
お
よ
び
レ
ス
ラ
ー
と
共
阿
）
を
経
て
、
一
七
九
五
年
か
ら
三
年
三
冊
発
行
さ
れ
た
『
芸
術
誌
』
と
し
て
具
体
化
し
た
。
ジ
ャ
コ
パ
殖
命
的
道
徳
性
の
弁
証
法
一
七
九
革
命
的
道
徳
性
の
弁
証
法
一八○
ン・ク｜麺は勿論秘》憶蝕に組織されねばならなかった。自分もその一員かつ中心であったが、フランス共和国裕使で
当
地
で
半
年
近
く
）
飾
助
し
た
プ
ロ
ー
プ
ス
ト
、
ラ
イ
ベ
ル
の
役
割
も
大
き
か
っ
た
。
ご
く
少
人
数
で
は
あ
っ
た
が
会
合
を
も
ち
、
一
七
九
四年夏には市民、膿民、手工業者に宛てた『大衆的蜂起の縦裡』も作成し配布した。さらに商人層を主体としたサー
（郷）
ク
ル
も
九
六
年
六
月
下
旬
ま
で
に
は
体
を
な
し
、
か
な
り
獄
溌
孵
な
人
物
ま
で
含
ん
で
い
た
。
エ
ァ
ハ
ル
ト
は
こ
の
商
人
サ
ー
ク
ル
の
組
織
、
化を麺祝していた。その理由は、そしてこれが第一一一の批判点をともなっていたのだが、①パトリッィーァに対する全
、
、
市民（大商人も民衆も包含する！）の共同戦線が艦本職略とならねばならない》」と、さもなくぱ敗北は必至であろう
と
い
う
認
馳
、
②
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
叩
狐
の
革
命
は
不
可
能
で
あ
り
、
少
く
と
も
フ
ラ
ン
ヶ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
と
そ
の
川
辺
（
バ
イ
エ
ル
ン
、
シ
ュ
ヴ
γ
ｌ
ベ
ン
、
オ
ー
バ
ー
・
プ
フ
ァ
ル
ッ
の
一
部
）
に
ま
た
が
る
洲
わ
ぱ
南
ド
イ
ツ
革
命
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
把
握
、
に
（躯）
雑
い
て
い
た
。
だ
が
プ
ロ
イ
セ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
両
耶
に
挟
繋
さ
れ
、
か
つ
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
民
衆
述
励
に
批
判
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
エ
ア
ハ
ル
ト
に
、
一
体
ど
の
よ
う
な
禰
路
が
あ
る
の
か
？
（１）国風の【凹口の、冨二の【く。ｇ⑭ｍ・心・］『やいｍ・芦①一・
（２）厚冒ａ（§・ロ］３）・『の『、宮９目川シロ博厩２回、毎ヶ周筥の口⑫ｎヶの日のＣ胃⑪一目勺冨］。⑩。ご嵐⑪９のの］○日ロ巴日岡ｇｏ日一息〆用の一『，
風○口目□富⑩ロ⑰９の日ごＣ戸田・い囚’】．Ｑ巴のロヨ忠．ｍ・属
（３）ｍ１ｑ：。日日ゴの円く・日巨・Ｐ】『巴》旨く○口ｍｐｍＰＤのご丙息ａ碕歸の】庁のＰいい『『Ｉ唾周・冨曾の．⑭司縣・拐属プラトン批判の
形
を
階
り
て
、
カ
ン
ト
の
不
徹
底
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
カ
ン
ト
左
派
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
き
わ
め
て
不
充
分
だ
が
、
前
柵
拙
稿
『
試
論』、六五’六七頁、注側を参照。
（４）同『け貝旦（〕す閂回画⑩”のｎ頁・卯障『けＰ『・両ＤＨｐＲｇ３のの一ヶＰぐの日向◎ず・い〕←ｎ画ユの玲砂回ｚ席昌回日日円く○日←。⑰。ご程・の。ｇ②１９』。
、
グー、グー、’戸、〆■、
１３１２１１１０ 
卍-プ、＝〆～〆、､〆
なお『民衆の芯命権について』は一七九四年五月一○Ⅱ’九月一二Ⅱ執縦され、翌年二Ⅱライプッィヒとイェナで川版さ
れたが、五Ⅱ発禁処分を受ける。く巴・ｍ１の【目昌の［厨３日の『く・日屈・口】ごｍ・いち魚国臥の【：。○い◎ず目く・日の．引・〕己切．
ｍ・ｇＰＮｐ３ぐｑワｏｐｐ尿日いゆ◎ずの①口ご囚囲い厳こすの『口厨宛のＯ面妖い＄⑭ｌｍＢ。
（５）厚厨ａ．ｑすの『８⑩幻の９かｍ・田【・・い『・撒綱旅打。
（６）両ｇ，なお人権は「向然状態の権利」とも表現されるが、般解を州くので採川しない。ぐ笹・ロゴ“ａ（目・望日）・昂ｗ臼〔日賦
Ｎ日切の１９回函Ｐ口賄。円□『〔ずの筐⑪＠の⑫勺巨巨房日ロ切酵ワ閂臼のヰロロ＆の】⑫○月宛のご○一日一○コく○口］・Ｐ国９【の．》２勺亘］。⑪○℃ぼゆ、ゴの⑪
〕・日。巴臼口曾。⑪⑰島い、目洋弓のロ［い：のＨｏの］の汗［⑦Ｐ、伜噛・餌・］・塑目、⑪ロの一百弓＠ｍ・切・己・目◎す麺８２．百冒國：脚四いゆ・Ｐ
○・・⑰。』いいＩ傍の←ご嵐のＨ、。』①○・
（７）同Ｎｐ印ａ・ぐの『⑪ＰＣゴマの。、Ｉ屋。ごすの『Ｑ口⑫幻のｎヶ［百ｍ］四・句の『ｐｑＱｑ⑫。（回。。□瑁日）・シロ○一○四の□の就弓の貝の］⑪ご一員で嵐一○⑪○℃嵐⑪、汀のの
〕○口門口巴。、○・提・函。⑭ご弓①、。⑫』』のけ
（８）向同可回刊□ごｄワの『。■い宛の◎汀【。⑪。⑭『。⑭Ｐくの３口、亘⑪。■、。
（９）厚冨ａ》ぐｑｇＣ琴・い・画Ｐｇｌ圏．□すの『目の閃の○頁ｍ・巴－い←伽については次に注意。これが「犯罪とされるところでは、
パ
リ
の
革
命
の
よ
う
に
、
武
器
を
手
に
し
て
自
分
の
思
想
を
表
現
す
る
よ
り
他
の
手
立
は
な
い
。
…
…
ロ
シ
ア
諸
民
族
の
大
部
分
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
阯
衆
の
よ
う
な
思
惟
す
る
氏
族
の
場
合
、
思
想
の
向
山
抑
圧
の
結
果
は
、
熟
考
す
る
ク
ラ
ブ
か
ら
行
動
す
る
陰
謀
へ
の
転
化
し
かない。」くい一．ごｑ２，戸の・巴．また何については、「根拠ある謙畦があれば個家は側吋できる」という例外規定が、㈹につ
い
て
も
本
前
検
閲
は
論
外
だ
が
、
川
版
後
検
閲
を
認
め
る
灸
り
が
あ
る
が
、
エ
ア
ハ
ル
ト
特
打
の
イ
皿
ニ
ー
（
肌
封
し
な
い
前
に
な
ぜ
打
蒋
と
わ
か
る
の
か
？
検
閲
が
あ
れ
ば
こ
そ
『
革
命
権
』
の
よ
う
な
、
将
通
な
ら
肚
間
の
Ⅱ
を
窓
か
な
い
木
も
人
々
の
川
に
の
ぼ
る
よ
う
に
な
る
で
は
な
いか？）である。く賄一・ロワｑ８⑪丙の９［・の。Ｂ・ぐの『ｇｏ戸の・圏・
（Ⅲ）（〕すの『。■⑭”の、宵．いいｕ・ぐ頭房くの厨便、ゲマの。⑭傘－日。
■
●
 
囚〉（』●、．〈哩漂ぐ厚ロー）｜の『§⑪宛のｎ日いいｍ・
ロワＰ⑩．（〕（－１四ｍ・女性の人権についてのエアハルトの確偏はきわめて深く、この点でハーシスの判断には騒側がある。四目‐
ぐの『⑪Ｐｎ戸いい■け
革
命
的
道
徳
性
の
弁
証
法
一一
八
一
（犯）ロワの『Ｑの⑰宛のＣ頁いち・造、．ｕ○・
（”）ロケｐの．ｇ・色・患・伽調簸者。
（迦）同『ｇａ・句碑甘口頤．⑫．いいの・四ｍ脾ご席「８恥丙の、ゴ戸の．②Ｐ因みに人権を認識できる道徳的成年の股低年齢は一六歳で、政治
的諾椛利を行使できる市脆的成年は出二三歳、女一一一歳とされる。こぬＦ同区・〃⑪綴・務・
（班）何ヶＰい『Ｐｇジャコパン派は氏衆を神迎視し、その絶対的権力を桟美するかぎり、エァハルトの道徳原理と洞和しない
と
批
判
さ
れ
る
。
ご
巴
同
区
●
い
、
Ｐ
言
う
ま
で
も
な
く
こ
の
批
判
（
恐
ら
く
当
局
の
追
及
を
逃
れ
る
方
簸
で
あ
ろ
う
）
は
、
ジ
ャ
コ
パ
ン
派
エ
ァ
ハ
ル
ト
と
い
う
規
定
と
少
し
も
矛
応
し
な
い
。
因
み
に
氏
衆
を
職
斑
す
る
砒
族
制
論
者
、
民
衆
の
権
利
を
一
応
は
認
め
つ
つ
獅
背
の
憐
業
活
励
の自由を薄砿する穏健派、上流階級への復響に民衆を駆りたてる民主主義打も批判されるが、その基池も同じ「道徳原理の
欠落」である．ぐ、一・向９．⑭ｍＰｇ．
革
命
的
道
徳
性
の
弁
証
法
一八二
⑫勝・Ｚ：すぐ○門［２日”のく・旨回。：ケロ９．の・ぬｇ・本節注（別）をＪｂ参照。
（Ｍ）こすｑ８⑭塚９〔。いいＦなお旧家の厳密な規定については本文で一商及する。
（応）ｍＨｇａ・丙①㈹のロ⑪一・口：ゅ、の片目、⑪『・ロ国、旨⑪いの『Ｉ『⑭．こすの句８⑰丙の◎頁いの『－『Ｐ仇しく日の戸、プ．⑪．⑭の－い『・の所打権論は
まだこれほど明断ではない。なおプィヒテの所有権論については次の拙稿参照．「フィヒテにおける市民社会と旧家－、Ⅱ」、
『社会労働研究』、第二五巻、一・二号、第二七巻、一一一・四号。
（応）ロケのＨｇ腸冗⑩。賃つい巴》圏。いいつい『け。⑦の。
（Ⅳ）陣冨巳・勺＆甘口、：『ど］囚ロロのｑ⑪ｎ冨貸一目ｏＲｐ２⑰曰のロ［い：の言の『云日．⑭巳、丙艮Ｃｇ・弓忠・脚囹、－困の。
（旧）同▽Ｐｍ・鶴四・い台１段Ｐ
（川）何吋すいａ。ご丘閂日⑰シ」」仏ロロのｑい◎汀伽浄（（〕す日切の口ロゴ洞ぐ○コの甘円丙の。①＠のゆ向い口の■ロ⑰Ｑの一⑪口○砥口の陣ロの『日の酢の罫『一罠堀⑱
尿ロＲロ〔い、汀巳芹）・目的Ｏ⑰『口のＰの円①ｇい●ずの言の『丙ＰＨ・阿房牌・ｍｒ⑭Ｆ心・弓や傑出再Ｒｍ炉山・牌ｇ一・いけ心。ｍ・山『←ｎ．四①罠け。⑫ｍｍｍ
（加）両【ｇａ・印貝目頭ｍ・餓李．②⑫魚．⑭ＢＩいの司・なお選挙権については後述本文参照。
（皿）服従契約を含む所訓契約狐論に対する批判はさらに次をＪＵ参卿。胴『厨ａ・幻日のロ圏。Ｐ仰いいＩ別・ロの枡０℃パ氏§ｍ・仰隠］Ｉ
⑭心切。
命
）
前
節
注
（
別
）
５
参
照
。
（弧）中心人物はエアハル．
（〃）同ワＰの．＄－＄・独洲飛者。
（羽）向『ず②ａご声晒の貝の『国のユ○一耳・Ｚ『・』》、．届コー』ｇ・
（羽）ご月『８②宛の９［．いい認．Ｊ一・さらに前節注（泌）参照。
（弧）但し一七九三年一二月Ｉ翌年一一一月の三、四カ月を除いて。この時期役は家庭生活の疲れ、自分を評価しない祖国への苛立
ち
と
絶
望
（
と
く
に
イ
ェ
ナ
、
エ
ア
ラ
ン
ゲ
ン
大
学
の
教
授
髄
に
つ
け
な
い
こ
と
）
が
菰
な
り
、
ア
メ
リ
カ
移
住
を
希
望
す
る
よ
う
に
な
る
。
直
接
の
切
掛
は
自
称
ア
メ
リ
カ
陸
砿
大
佐
ウ
イ
リ
ァ
ム
・
パ
ー
ス
の
肛
医
勧
誘
で
あ
る
が
、
結
局
三
川
欧
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
く
頒
一
・
同日三日［の】ロの⑪ロユ⑰膝、ロ三二四⑩冨口閂○．くＯＢ可のす。】『農。、・四コ⑪ｌい忠・函『一風ロロ宍脚貝ぐ○日』ｍ・や。』『⑪、。旨い尻凹日切、の⑪臼日ロ】の一（の
い、ゴユ浄○コロロロ・牌房函の『一目ロロ○Ｆの一℃凰蜆』⑩⑬Ｐの・巴－ｍ⑭。
（弧）くい一．国風の｛回ロ宛のごず○一○くＣＢｇ・司・弓垣いめ。⑫瞳・両目⑩［三巳一円。、１日の：⑪勺三一○⑭。つちの口巨ロ。シ日（①の〕．、，何『ゴＰａ回口
（印。⑪○ヶのロロコロ］・Ｚの巨【ロロコロ。⑫・の①い》シココＦ⑭．］○日ロロ一○の『ロ一○の口○の回宍埣口の富・ロ。．』・四・・（』己、）・函・砲（』『器）・エ。⑬（弓③『）・
蟹【弓の『ぬ目口旧の一目甲本誌は縦者入手できず。
（
犯
）
ク
ラ
ブ
の
存
在
を
確
証
す
る
史
料
（
と
く
に
規
約
、
メ
ン
バ
ー
・
リ
ス
ト
、
議
事
録
鋤
）
は
花
見
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
①
一
七
九
四
年
春
リ
ー
デ
ル
に
対
し
て
「
私
〔
エ
ア
ハ
ル
ト
〕
は
純
粋
な
ジ
ャ
コ
バ
ン
主
維
の
偏
木
者
で
：
。
…
ジ
ャ
コ
パ
ン
志
向
の
全
サ
ー
ク
ル
を
糾
合
す
る
た
め
に、ウィーンを含む全ドイツを旅行している。」と語っているが、全くの虚言とは考えられないし、②後述十るジャン・ト
ピ
ァ
ス
・
キ
ー
ス
リ
ン
グ
は
「
燃
え
た
ぎ
る
故
命
家
」
で
、
こ
れ
ま
た
後
述
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
エ
ア
ハ
ル
ト
と
共
同
作
成
し
て
お
り
、
メ
ン
バーと推定される。く頒一・くめ『ｇ『ごＢ［○六○］一旦の『三行口閂］具○亘月『｜厘且の一目】⑭．Ｓ・】己一・の。］や黒、目の①］．⑫且烏巨ＢＯゴの
］四床。豆：『．⑭』臼．シｐｐｍ○・二人の癖仙の獅川と略歴については次を参照。⑫９の⑩一・Ｆ、’○・・ｍ・扇』鰍》頭目②一⑫・・ず閂：い
丙の○頁ごめ・鴎』戸．シロョ・量》の。厨Ｐシロ日。②。
グー、グー、グー、グー、グー、
３０２９２８２７２６ 
、-〆、-プ、－グ、－〆、－〆
中心人物はエァハルト、プロープストの他に、金磁業者のキースリング兄弟ヨストゥス、クリスチャンと前述ジャン）
で
あ
り
、
他
に
ヨ
ハ
ン
・
モ
ー
ア
ハ
ル
ト
、
カ
ー
ル
・
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・
キ
ー
ス
リ
ン
グ
、
ヨ
ハ
ン
・
ヤ
ー
コ
プ
・
ラ
イ
ヒ
ェ
ル
、
ヤ
ー
コ
同▽ｇの・し』。
球
命
的
遊
徳
性
の
弁
証
法
八
々もた民ア人反より）１１１
がう･参にピサフ．、主か七
解たそｚｌ１ｍイリ｜｜ロこ権にノ］
放ｻﾞの会けルクイんが、七
さ、緒のてのルセな法だＩ］
れ挑采一パ草のン無的が１１『
た手市部ン稿活感法に深参
'－，傍民のうを動Ｉｉｌｉが存くり「こ１KＭ生連し準もが許在浸会
とし活ri1ツ（iii軌拡させ透は
をてはは卜しｉｉｉがれずしし
意い窮、と、につて、て，
味る乏うしｉＷｉのてＪ２かいヘゲ
すだ化うて人つおいつにＪン
るけしン１１１．りたりは実・ス
L'だ、ス版’、、ず際歴プ
と。市とざクさ人がに史ル
：丙lMMiMulrt“2鰍ilL
こなも争。ン決り｜°さ見援と司怒のパ定砿エれて111】
だ参化妓Ｉ的なアて一を
；鷲キ'１ボポルレⅦｉｌｉ
ｉのいも心実力卜か紀る
我沈る私}こと針はつ以が
々黙・腹回しを今た来無
}土はそを覧て侍がこ二視
血、れ肥一|‐仏つ二とユさ
腿かどやる躯てユはルれ
いつこし｡がいル少ンて
妹てる、商Ｔｌ了るンしべし
起り）かＩＬ１人’'１１、ペ調ルま
で我一分、に参ルペクつ
ば々七た親近１１ドクオＬ帝た
なの九ち力づ会寡ぱ国。
〈，-，二のないは頭す傾巾
、ｉ１７年勢どて優支ぐ地民
実民二力ｙ［い染rii1分ｌｘの
際此）ｌを七る不休かに’''１
的同以（''１人･断ルリろ対に
な休来ばが県で打こすＩ土
抵との１－磐速右破とる反
抗し１１Ｆこ紹論性のだププ
をて態と‐ｊ－ＩＷｉ左絶。ラロ
しのにだる書往好ドンイ
よ￣対け.のし機イデセ
う笈しを二形てとツンン
で播て希一をい！'リ帝ブの
はか何ん日（(ｻﾞるｌＩｉ国ル空
ならので余り、し諸ク気
い我手きＴＩ『て商た侯恢が
革
命
的
道
徳
性
の
弁
証
法
一八四
プ・ヘルツオーゲンラートが判明している。ぐぬ一・⑭○す：｝ん．ＰＰい】臼・
（お）君主迎合に対する「全ドイツ国民、全市民、ドイツの全氏族」の「大衆的蜂起」、南独解放については各々次を参照。
三冨○の円汀。］［貝シロヰ具マーヨロワの『ｑ厨宛の◎ず〆いちい－二一・ｓ『・しぬの貝の『、のユｎコ〆塑Ｈ・←。、．』ｍの【
三
一
七
九
六
年
の
方
向
転
換
か。」仰も自然椎の教えからすれば、市民全体が国家意思を構成し、こんな菰大事について密議、決定し、統治者を
任
命
す
る
と
い
う
の
が
当
り
前
な
の
だ
。
だ
か
ら
我
々
は
、
「
即
刻
全
市
民
を
召
集
し
、
代
表
を
選
び
、
ハ
ル
デ
ン
ベ
ル
ク
と
接
渉
に
入
る
」
こ
と
を
提
案
十
る
。
兵
体
的
に
は
行
政
区
八
区
で
名
実
と
も
に
全
市
民
参
加
の
選
挙
災
会
を
附
き
、
各
六
人
計
四
八
人
の
代
表
を
直
接
秘
裕
投
票
に
よ
っ
て
選
ぶ
。
こ
の
代
表
か
ら
な
る
識
会
が
「
国
家
全
体
の
意
思
を
唯
一
統
合
す
る
無
制
限
の
全
椛
を
も
つ
。
｜
無
論
こ
れ
ま
で
の
参
事
会
、
名
士
会
の
よ
う
に
主
椛
者
と
し
て
で
は
な
く
、
市
民
全
体
の
代
理
人
と
し
て
だ
。
そ
し
て
緊
急
措
置
と
し
て
さ
ら
に
、
徴兵からの自由、宿営義務からの解放、ビール・パン・肉の消費税撤廃、減税実施、債務支払協定実現、をとること
参
珈
会
の
聴
併
と
恐
怖
は
外
か
ら
は
窺
い
知
れ
な
い
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
に
迷
い
な
い
。
キ
ー
ス
リ
ン
グ
兄
弟
や
木
柵
商
人
ゲ
オ
ル
（１） 
ク
。
、
ハ
ウ
ル
・
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
、
そ
の
友
人
ゲ
オ
ル
ク
・
ク
リ
ス
ト
ー
フ
・
ケ
ー
ラ
ー
な
ど
町
の
名
望
家
で
「
影
響
力
の
あ
る
人
物
一
が
揃
い
も
揃
っ
て
、
こ
れ
ほ
ど
急
進
的
な
要
求
を
提
起
し
た
の
だ
か
ら
。
酬
実
上
旧
来
の
参
事
会
・
名
士
会
体
制
を
廃
止
し
て
、
市
民
に
よ
る代表識会制度を導入十ることは、これまでのビラやポスター、『ヤーコプ・回Ｉトハープ』や『織美歌』ですでに
市
民
に
は
川
知
の
も
の
で
、
だ
か
ら
彼
ら
の
支
持
を
得
る
恐
れ
が
多
分
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
参
耶
会
は
「
八
○
人
の
民
衆
を
動
員
し
（５） 
て、これら商人府と民衆の離反を画そうとする。」さらにこの恐怖は、親オーストリアのパトリッィーァを除く「フ
ランケン・クライス、とりわけニュルンベルクの〔フランス〕共和国に対する処齪」によって、さらに八月四日パン
ベ
ル
ク
を
占
領
す
る
に
韮
つ
た
う
ラ
ン
ス
ボ
の
接
近
に
よ
っ
て
決
定
的
に
畑
禰
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
を
民
衆
と
市
民
に
よ
る
自
治
都
市
に
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
結
局
失
敗
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
第
一
に
こ
の
プ
ラ
ン
を
ジ
ュ
ル
ダ
ン
は
拒
否
し
た
。
一
七
九
二
年
冬
の
国
民
議
会
の
決
定
、
フ
ラ
ン
ス
国
民
は
「
自
ら
の
自
由
を
闘
い
革命的道徳性の弁証法
一八五
（３） 
が必要だろう。
球
命
的
道
徳
性
の
弁
証
法
一八六
（７） 
取
ろ
う
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
民
族
を
支
援
す
る
」
、
は
九
四
’
九
五
年
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
か
ら
総
裁
政
府
に
か
け
て
根
本
的
に
転
換
し
て
い
た。民衆迎動と連秘した封建的政治・社会体制の解体は、「自然国境の遵守」つまりライン左岸併合（一七九七年）
と「ライン同盟」樹立つまり恢邦体制存続・親フランス紺候迎合結成へと転回・発展しはじめていた。オーバー・ラ
（８） 
イ
ン
皿
の
モ
ｕ
ｌ
も
リ
ス
ト
や
リ
ン
ク
、
イ
ェ
ー
ガ
ー
シ
ュ
ミ
ッ
ト
輔
に
よ
る
パ
ー
デ
ン
拡
側
命
に
対
し
て
「
仏
軍
の
背
後
で
は
い
か
な
る
革命とて容赦しない。」と桝迫する一方、ライン右岸聖職者航の没収による賠倣を伽に、ヴュルテンベル〃、パーデ
ン
、
シ
ュ
ヴ
γ
Ｉ
ベ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
の
諸
侯
と
七
’
八
月
次
々
に
休
戦
協
定
を
結
ぶ
。
フ
ラ
ン
ヶ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
議
会
の
代
表
団
、
そ
の
（９） 
有力な指導者フォン・ツヴァンッィガＩ（カステル伯領）、フォン・オーパーヵンプ（パンベルク）、フォン・ハルス
ド
ル
フ
（
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
）
は
八
月
七
Ⅱ
、
ヴ
ュ
ル
ッ
プ
ル
ク
の
ジ
ュ
ル
ダ
ン
と
休
戦
協
定
を
結
ん
だ
。
双
方
の
関
心
事
は
、
「
最
も
恐
る
べ
き
は
す
で
に
燗
大
し
つ
つ
あ
る
無
政
府
状
態
で
あ
る
」
と
い
う
認
識
か
ら
、
「
身
分
を
問
わ
ず
…
…
フ
ラ
ン
ヶ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
全
（皿）
住
民
の
安
寧
を
保
証
す
る
」
と
い
う
現
状
維
持
で
あ
っ
た
。
勿
論
パ
ト
リ
ッ
ィ
ー
ァ
支
配
体
制
に
も
柳
か
の
変
化
も
予
定
さ
れ
て
は
い
な
九日フランス耶先泄隊が市川をくぐる。迎える市民の表价は複雑だった。市長はじめパトリッィーァ、佑士会メン
バーは「宏端と恭順のいりまじった態度で」、しかし市民と民衆の伽きには大きな不安を残しながら、ジュルグンと
会見する。「ヴィヴγ、サンキュ脚ヅトー・」を叫ぶ者もいれば、協定の中味をもう予感しているのか、「ジュルダンは
（、）
キュスティーヌではない。」と眩く者もいる。全休として「群衆は期待と不安が相半ばする状況だった。」
期
待
は
裏
切
ら
れ
、
不
安
は
的
中
す
る
。
市
の
負
担
一
五
○
○
万
グ
ル
デ
ン
は
、
累
献
赤
字
、
プ
ロ
イ
セ
ン
侵
攻
に
よ
る
損
失
（
領
士
の
約
四
○
％
、
二
五
○
○
○
人
の
住
民
、
商
取
引
、
と
く
に
ダ
ン
ッ
ィ
ヒ
と
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ン
・
デ
ァ
。
オ
ー
デ
ル
と
の
そ
れ
の
し、
０ 
そしてこの感情は八月末以降一段と深く根をおろす。というのも一一一一日から二四日にかけてのアンベルク近郊の職
闘
で
、
ジ
ュ
ル
ダ
ン
は
カ
ー
ル
大
公
耶
に
大
敗
北
を
喫
し
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
を
撤
退
し
、
今
度
は
プ
ロ
イ
セ
ン
節
が
入
城
す
る
こ
と
に
なったからである（九月二日）。そして仏班撤退と同時に、。ハトリッィーアとクライス議会代表は一幅して、ハルデ
ンペルクの御しに凧する。八月二七日、プ画イセンとの和解を求める参邪会の提案は圧倒的多一数で承認され（憐成三
（応）
二八一票、反対三七一一一票）、暫定保繊協定が準備されたのである。
と
は
い
え
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
民
衆
の
心
の
中
か
ら
フ
ラ
ン
ス
紘
命
の
原
理
へ
の
共
感
、
反
戦
の
意
思
が
一
掃
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
つ
革
命
的
道
徳
性
の
弁
証
法
一八七
（吃）
阻墾卸、これらによる年間欠損金二万グルデン）をはるかに上回る負担であった。さらに現実のフランス躯兵士、彼ら
の
行
動
は
、
自
由
、
平
等
、
友
愛
の
体
現
者
を
期
待
し
て
い
た
市
民
を
落
胆
さ
せ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
「
錆
の
巾
‐
を
覗
い
て
ご
ら
ん
１
．
こ
ち
ら
へ
お
川
１
日
山
の
説
教
師
た
ち
を
見
て
ご
ら
ん
１
．
聖
な
る
参
珈
会
に
い
つ
で
も
川
入
り
す
る
よ
。
人
椛
の
友
を
見
て
ご
ら
ん
１
人
（⑬） 
殺しと略稚もそのためだよ。｜人殺しは誇張としても、ビールやブランデーの飲み逃げ、、ハンや肉の伽嘩、巾庁舎内
ご
シ
シ
ヱ
ク
での乱辨や臨みはたしかにⅡ帳されたし、酔っぱらって絡んだりする者山ｂ頗嵯を買っていた。勿論プ、イセンやオー
（Ｍ） 
ストリアボ兵士と比較十れぱ、彼らの方が「全体として紀律と秩序一斗ご保っていた。
こ
の
よ
う
な
体
験
の
な
か
で
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
市
民
た
ち
は
第
二
に
、
パ
リ
、
ベ
ル
リ
ン
、
ウ
ィ
ー
ン
の
超
大
国
の
側
で
橘
れ
動
く
小
舟
の
悲
哀
を
実
感
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
「
要
す
る
に
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
人
は
、
も
は
や
救
い
が
な
く
、
述
命
に
身
を
委
ね
る
ことを兇透し」、諦念に囚われてしまう。「民衆は参覗会を少しも帥敬していない」にもかかわらず、エァハルトの期
待
す
る
共
同
戦
線
へ
の
呼
び
か
け
も
、
代
表
搬
会
制
の
要
求
も
、
そ
し
て
具
体
的
な
灯
川
Ｉ
Ｄ
、
こ
の
諦
念
の
前
に
膝
を
肌
し
て
し
ま
っ
た
（胴）
のだ。
航
命
的
遊
徳
性
の
弁
加
法
一八八
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
ア
ン
ス
パ
ッ
ハ
の
ハ
ル
デ
ン
ペ
ル
ク
は
こ
う
報
上
回
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
「
当
面
私
の
観
察
は
主
要
都
市
ア
ン
ス
パ
ッ
ハ
、
パ
イ
ロ
イ
ト
、
エ
ア
ラ
ン
ゲ
ン
に
限
定
せ
ざ
る
左
え
ま
せ
ん
。
も
っ
と
大
き
な
都
市
や
比
較
的
進
歩
的
な
諸
身
分
の
間
で
は
絶
え
ず
莱
命
へ
の
和
が
蒔
か
れ
て
お
り
、
根
を
張
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
私
に
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、
と
く
に
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
で
支
配
的
な
腐
敗
雌
蕗
し
た
民
衆
の
緋
神
、
フ
ラ
ン
ス
の
革
命
体
制
に
帰
依
し
た
多
く
の
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
人
の
遮
勅
と
陰
諜
、
こ
れ
ら
を
正
硴
に
見
極
め
、
コ
ン
ト
、
－
ル
十
る
こ
と
で
す
。
も
し
フ
ラ
ン
ヶ
ン
で
何
ん
ら
か
の
砧
命
の
プ
ラ
ン
が
あ
る
と
す
れ
ば
…
…
た
し
か
に
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
が
中
心
で
す
。
そ
こ
で
主
な
革
命
が
始
ま
り
、
そ
こ
か
ら
実
行
の
準
備
が
進
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
…
…
考
え
う
る
か
ぎ
り
の
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
払
っ
て
、
こ
の
帝
国
郁
市
が
プ
脳
イ
セ
ン
の
平
に
入
る
こ
と
を
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
す
れ
ば
フ
ラ
ン
ケ
ン
と
全
ド
イ
ツ
に
わ
た
玲
砧
命
の
計
画
を
冊
に
葬
り
去
為
こ
と
に
な
る
の
で
す
か
ら
“
」
戦
場
の
フ
ラ
ン
ヶ
ン
・
ク
ラ
ィ
ス
ポ
に
い
た
二
四
四
人
の
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
部
隊
か
ら
は
四
人
が
脱
走
し
、
エ
ァ
ラ
ン
ゲ
ン
の
学
生
た
ち
は
自
由
の
祭
と
称
し
て
、
向
山
の
女
神
（Ⅳ） 
まで笠場させ、ついには鷲〔帝国紋瀧１．〕を足蹴にする。
胸
の
奥
深
く
と
も
る
灯
と
諦
め
の
境
地
、
暗
い
顔
は
エ
ア
ハ
ル
ト
そ
の
人
で
も
あ
っ
た
。
人
権
と
啓
蒙
に
つ
い
て
の
信
念
と
理
論
を
消
し
去
玲
こ
と
ば
、
三
○
年
に
な
ろ
う
と
す
る
自
分
の
生
涯
を
否
定
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
他
力
ベ
ル
リ
ン
ヘ
の
Ⅲ
服
と
従
帆
と
い
う
現
実
は
あ
ま
り
に
甑
い
。
フ
ラ
ン
ス
砿
も
お
ら
ず
、
何
よ
り
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
民
衆
が
沈
黙
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
だ
。
遅
く
と
も
一
七
九
六
年
九
月
一
○
Ⅱ
彼
は
決
心
十
る
、
共
和
制
実
現
の
た
め
に
は
プ
ロ
イ
セ
ン
と
微
極
的
に
合
併
す
る
以
外
に
途
は
な
い
、
と
。
理
由
は
二
つ
。
川
「
パ
ト
リ
ッ
ィ
ー
ア
弊
頭
制
の
悪
幣
を
〔
代
表
識
会
制
と
い
っ
た
〕
改
革
に
よ
っ
て
是
正
す
る
の
は
も
は
や
不
可
能
な
の
だ
。
」
革
命
は
そ
れ
に
劣
ら
ず
難
事
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
フ
ー
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
が
こ
の
上
な
く
抑
圧
的
な
慨
族
制
の
下
で
岫
吟
し
、
真
理
と
正
雄
を
愛
す
る
縦
も
が
、
こ
の
市
の
体
制
を
嫌
っ
て
い
る
」
か
ぎ
り
、
パ
ト
リ
ッ
ィ
ー
ア
と
聖
職
肴
の
専
制
を
廃
す
る
課
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｢巳,八鮨Ｓ憲嶺呈譲+ｗ謀議」や得禽魯`i、ユャギハＳ賓:u・響単得③「藩Ｓ望か上｣′其晨室呈烹鋼÷螺型起筆達三甚
心莞一鎮葬鞘室長心ｅ袈裟緯蝿坦各心Ｈ－ｏ１Ｃ鵜一熊鞘三s塞ぐ亘季仁豐（・掲蝿鑿）壌台へj二騨帯ｕ等号－)Ｐ輿一′（望）
'j喜剥駕彊」扣侭十二還莞二ＧＪ畳二ＪＶ軍曇呈し這「三釜襄堂」壌鴛弩襄・毒蝋望菫上｣麗燭」１-'二埒長心酔≦螺。
ＭＭｆ異逼ｅＭ､八斗入′’Ｍ尋於一Ｖ八ｓ這、'いやＫ剣輻<ﾛ豊Ｗ碁｜時百余Ｇ．'いや〆邑U-)型ヨヅ｡÷<÷輪綜
（三）
4卿駐達」Ｐ麺鱈国竺釦二篭‐ｙ④其晨こぐＳ鶉碧削瀞マリ当J鵠し榊莞`か。
(～）Erhard，AgenterBcricht,Ｎｒ､３Ｖ0,5.7.1796.ｓ､173．「顎鶴ｅ＜遥'１、己〒苧ｊＷ屡騒」艀二坤笥`へ旦誇銀卿滉鵜や鵯′簾
繋争幻く々堂濠璽Ｓ豐菖ＡＪＣ二Ｐ詮議扣兵Ｐ１篭÷｡」
(識）（anonym),Geschichtsrr圏i8igeundrechtlicheBcleuchtunFrderbevGeleRenheitderK5nigl・PreuBischenBrande.
、bur窟ischcngewaltsamcnVorschritteinＦｒａｎｋｅｎｅＴｓｃｈｉｃｎＧｎｅｎＤＴｕｃｋｓｃｈ｢ift・ｂｅ[itelt:OcffentlichcDarsteI1un鷺der
StaatsverhKiltni8ederK0nigl-Preu8ischGnFUrstenthiiｍｅｒＡｎｓｐａｃｈｕｎｄＢayrcuthgegcnderReichsstadtNiirnberg， 
Niirnberg【,1797,bes.Ｓ5-6,12-16,46．
(露）AnEinenHocMjblichenRath，unterthZinigtreugehorsamsteVorstellungundBitteUnsererderinneｎｂｅ．
、a亘ntenhiesigenBiirger・Inlntercssder窟eger】､､tirtigentrauri魔enLageunsererVaterstadt，０．０.(jVUrnberg)，
1796.（Niirnberg,Stadtbibliothek,Nor,5683.8),Ｓ､4-6,10-11,13,9,15,16,22-24． 
(－）Erhard,AHenterBericht,Ｎｒ､４Ｖ0,10.9.1796.ｓ､181-182． 
“）Zitiertaus:Haasis,UberdasRecht,Ｓ､220.Ｄｊｅ筈慧筆蒸上｣妾▼鵯′篤寒帯型･Erhard(anonym),Schr上ibeneines
響
こ
遷
摺
漣
掌
ｅ
偉
罵
鑓
ｉ
亘
罠
革命的道徳性の弁柾法
一九○
宛の笏の甸口の己口。⑫巴口の。句司のＰｐＱ－口雷：ばす関塚彦『ゴロＲぬい、の洞のロー欧『二殖のＰ、塩の。閂日］巳・弓垣α・一目Ｃの貝⑩○三四コ。頤ｇ・』。⑫［。ｍ・
国のユ｝ロ］『＠コの０］四ｍ－〕いい０
（６）同『ゴロａ・少、の日日『ｗ○ユｏ烹・溜吋・←》い届、．
（７）司堕日耳の綴一○口□の一画ロローの口菖◎二岸のＰ『・〆昌ぐ。⑩。』弓。
（８）パーデン革命および指導的メンバーについては次を参照。ごｍ一・ｍ◎ずの①一ｍ目Ｑ２毎ロゴの］具・宮口ｇ⑫田切－闇Ｐｏ８「ぬ
句臥ＢａＣゴロ⑭扉印の一江の片・ロの一．毒汀風【・ロ己：１－８③】己の．同日⑪【シーの〆回目の【］畔狗の『⑰、ゴョーロ［・幻ニロロ叩ｎコ『の】すの。．】『９．国の】：㈱
】⑩［いす、の□、ＰＣ【［一目⑩ロゴの①］ご司旨ぬい。ゴ臥沖⑮Ｐ⑪。】噛司Ｉ』⑪⑭。
（９）両１ｍ目、ゴレロ・一つずぐ・ｐＨ三目恩、２℃ゴ農ロロ可日日］。⑰８ゴ四月、『。。”ゴ○月・フランス裕使勺冨ニロロ幻の】ワの一一はフランヶ
ン「共和国」を追求していた（領邦澗主制下での制限された代炎雛会川川を中心とする）。一七九六年九Ⅱエァハルトの瀞
価
、
「
シ
ヴ
ァ
ン
ッ
ィ
ガ
ー
は
啓
蒙
さ
れ
た
人
冊
で
、
善
良
な
共
和
主
義
者
で
す
。
」
因
み
に
エ
ア
ハ
ル
ト
自
身
の
自
己
規
定
、
「
民
主
主
義
汁……。比和主溌粉だが赦命家ではない。」ぐ、』・缶疽の貝の「、の１。頁爵・』．ｍ扇隙間分とツヴァンッィ〃－を同列に共和主維
背と規定しているところに、エァハルトの変化を而取できる。ツヴァンッィガ１は決して共和制縮廿ではなかったのだから。
（川）くい一・］巨一旨⑪Ｑ黙ぐＳｍ○口のロ・ロの句３口目⑩の□ご司司目屏２－ョ」ロゴ『】『⑩の山ａ『。ｄの日。⑪ｍ・いぢ・したがって側接的にプ⑪
イ
セ
ン
の
拡
張
政
鞭
が
非
雌
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
リ
ァ
ン
ス
パ
ッ
ハ
・
パ
イ
ロ
イ
ト
の
み
が
両
側
（
ク
ラ
イ
ス
全
休
で
八
○
○
万
リ
ー
ヴ
ル、編二○○○頭）を免除される（第一二条）。一七九五年四月プロイセンとの休職が成立していたからである。因みにニ
ュルンベルクの賦課は二五○万リーヴル、鰯一一一○○頭、長靴一万足、靴五万足等計一五○○万グルデンであった。くぬＦ
Ｐｍの日日因の『】の宵・濁吋・叩く○日再浄Ｃ・弓垣のご仰揖段・
（Ⅲ）⑪。月旦四・ｍ・ｐ．ｍ．⑭．
（肥）少洩⑰ロ〔Ｒ口のユ、賃脅ｚ『。⑫。⑫］、い－局心・
（旧）（ｇｏミヨ）・勺○一嵐叩○．閂のＰ・蔦厨［⑦二国や①》ｚ辱『：円いごＣＰ⑫．Ｊ・このパンフレットの蒋者は同じ調子でパトリッィーアや
プロイセンも郷楡する。
（皿）ざ：ＰＰ餌．。・・い］〕．勿論ジュルグンにしてみれば、ポナ。ハルトのウィーン攻略戦と迦鵬した、「作戦上の一通過点」とし
彼
は
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
を
捨
て
た
。
そ
し
て
川
じ
く
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
民
衆
に
も
別
れ
を
告
げ
る
。
ハ
ル
デ
ン
ベ
ル
ク
の
仲
介
で
一
七
九
七
年
、
ア
ン
ス
パ
ソ
ハ
の
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
官
吏
と
な
り
、
翌
々
年
末
ベ
ル
リ
ン
に
移
る
。
翌
一
八
○
○
年
初
め
開
業
し
、
一
八
二
七
（１） 
年
一
一
川
ま
で
プ
、
イ
セ
ン
の
掎
附
川
の
市
民
と
し
て
生
き
、
そ
し
て
死
ん
だ
。
（２） 
彼
の
信
念
、
専
制
に
対
す
る
佃
悪
、
迷
信
の
俳
繋
、
共
和
制
の
夢
は
た
し
か
に
変
わ
ら
な
い
。
し
か
し
ジ
ャ
コ
パ
ン
派
と
し
て
の
エ
ア
ハ
ル
ト
は
も
う
い
な
い
。
プ
ロ
イ
セ
ン
の
現
実
が
彼
の
夢
想
し
た
プ
ロ
イ
セ
ン
か
ら
か
け
離
れ
す
ぎ
て
い
た
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。
人
て
の
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
に
す
ぎ
ず
、
し
か
も
プ
ｕ
イ
セ
ン
箙
と
常
に
対
時
す
る
と
い
う
特
殊
な
条
件
下
に
あ
っ
た
。
（旧）少、の貝９国のユ０頁・Ｚ『・】やｍごい
（応）しかしヴィルヘルムⅡ世はこの協定を認めず、結局プロイセン凧も一○月一Ⅱ退却することに鞍る。
（Ⅳ）酔営の少員君・同〔く・日匿．⑪．］ごｍ・凶骨風：囚舛〉ずの①］》段呂のロ厨、ロＣ］具Ｃｐｐのぐ》⑪・も司帛・断わるまでもなくこの発言は実情
を
過
大
祝
し
て
は
い
る
が
、
逆
に
ハ
ル
デ
ン
ペ
ル
ク
と
そ
の
政
府
の
盗
勢
を
如
爽
に
示
し
て
い
る
。
な
お
シ
ェ
ー
ル
は
プ
口
イ
セ
ン
と
の
和
解
を
「緊急避雌」とするが、一ｍ的ではなかろうか。く、Ｆ同日・Ｐ李湧・がこの評価は一七九七’一八○一年のニュルンベルク民
衆
運
動
の
評
価
と
も
か
か
わ
る
の
で
、
他
Ⅱ
改
め
て
論
じ
た
い
。
（旧）少開日の、厚臥ｎ頁ｚ【．、》の．】田．】⑪⑪．届『．届の．一三Ⅱでなく一○Ⅱと断定するのは、一七九五年七Ⅱエアハルトをハルデ
ン
ペ
ル
ク
に
引
き
△
叩
わ
せ
た
ア
ン
ス
パ
ッ
ハ
政
府
秘
裕
加
川
向
月
月
８
．
引
尿
・
日
且
寄
の
厨
目
ョ
：
ロ
を
次
の
よ
う
に
枇
拙
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る。「根っからの比和主雑粁で〔ニュルンベルクを含むフランヶン謝領の〕小専制附主を諦定しはじめようとしている。そ
の崩壊後には〔フリードリヒⅡ世という〕大専制衙主の崩壊が続くのだ。」ぐ、一・しぬ８斤日切周一ｎゴ［・Ｚ『・←ぐ・日巳．②．〃」属
（⑬）何ヶ９ｍ・局の【。
赦
命
的
遊
徳
仙
の
弁
証
法
お
わ
り
に
ｌ
挫
折
の
意
味
一九一
なｉｉｉる
つO1jl111し
て的象か
い爪的し
るｎｌ１Ｄ;（な
り）か、１１が
だらにら
か祉固、
ら会執工
゜形ナア
成る′、
のこル
ｉ倫とト
ｌ１ｌ１にの
がよ’1ゲ
Ｍそ＃
さ、神
れ雌は
る史、
こ的特
と空定
に’１りの
よを雌
つ越史
てえ的
、る時
現ひ’'１１
代ろを
人が生
のりき
戒をた
々もだ
もちけ
まうな
たるの
新ので
たであ
なはる
緋なう
悩いか
をカコ・
リ｜･む
きなし
うぜろ
Ⅱな人
ざら’１１１
る、の
を佃iii
え々徳
な人性
〈のな
革
命
的
道
徳
性
の
弁
証
法
一九二
（３） 
並
以
一
上
の
社
会
的
船
撚
を
か
ち
え
た
に
せ
よ
、
胸
襟
を
附
け
る
友
人
を
兇
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
せ
い
で
も
な
い
。
梢
神
的
孤
独
と
望
郷
の
（４） 
念
が
募
る
な
か
で
、
信
念
の
中
核
、
人
権
へ
の
愛
を
奪
わ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
「
僕
に
と
っ
て
将
来
へ
の
展
望
と
は
こ
と
ご
と
く
カ
オ
ス
へ
の
展
甑
だ
。
一
体
ド
イ
ツ
の
政
流
体
制
改
航
に
と
っ
て
ど
ん
な
希
釧
が
あ
る
と
い
う
の
か
。
僕
は
生
き
過
ぎ
た
。
僕
は
決
心
し
て
（５） 
い
る
、
世
川
で
し
の
に
な
ろ
う
と
い
う
一
切
の
Ⅱ
的
を
棄
て
、
緋
か
に
生
き
る
だ
け
だ
。
」
彼
は
民
衆
の
自
己
解
放
を
求
め
る
が
故
に
、
民衆の直接性を、つまりｎらの立脚する現実生活の反省作川・皿論的再構成の欠如を批判した。そして披命的道徳性
の皿論を、同時代人では匹敵する者のないほど明断に柵魁した。だが現実の民衆を失ったとき、赦命的道徳性はその
反
対
物
、
行
為
な
き
隠
遁
に
転
化
し
た
の
で
あ
る
。
民
衆
運
動
の
苦
悩
と
情
熱
が
孕
む
反
省
能
力
と
理
論
化
の
力
を
発
見
し
よ
う
と
努
め
な
が
ら
、
つ
い
に
発
見
で
き
な
か
っ
た
悲
劇
を
彼
は
減
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
悲
劇
は
エ
ア
ハ
ル
ト
ひ
と
り
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
彼
個
人
の
責
任
だ
け
で
も
な
か
っ
た
。
ひ
と
つ
の
時
代
輔
神
が
、
佃
の
生
が
体
現
す
る
も
う
ひ
と
つ
の
時
代
桁
神
を
飲
み
こ
た
。
さ
ら
に
彼
、
ん
だ
の
で
あ
る
。
（１）国風風囚回帰Ｆロ［く。ｇ】ＰＦ弓①『。⑫。】猿・鈩口、汀ｚｍｏ汀⑪ｎコ臥洋ご○口く。回向回の①目『Ｆのロのロ⑭ワのい、す『＆ワロコいいい⑭－＋炉。
（
２
）
た
と
え
ば
一
八
二
年
、
か
っ
て
の
『
専
制
』
論
文
を
Ｗ
刊
し
て
、
そ
れ
を
批
判
し
た
プ
ー
フ
ホ
ル
ッ
に
宛
て
て
「
私
は
専
制
批
判
の
…
…
点
で少しも変わってはおりません。」と書く。国臥の｛：司凶日蝕９国：言・一間ぐ。ｇ〕呂届巴・⑪・切目・』段●ぐ函一・国凶の命：。⑩‐
（木橘がなるにあたって、学会報告の機会を与えられたワイマル友の会、史料閲覧・提供の便を図られた芝川巡午氏、脚の日日’
一四『Ｏ三ぐ目三円⑰のっ日蜆ＣＤ幻・の［且〔亘亘］○晋の宍目ｚ屋『ロロ円餌○の『『ロ：一ｍ目①⑪ＺＨＳＢ－Ⅱ冨口⑫の口日・Ｚ芹コワの『ぬ》のＢ１日『○三く目
菖
臼
ロ
堺
助
言
を
い
た
だ
い
た
シ
ェ
ー
ル
、
ベ
ン
ダ
、
ハ
ー
シ
ス
の
各
先
生
、
故
艮
知
力
氏
に
感
謝
し
ま
す
。
ま
た
一
九
八
二
年
度
、
一
九
八
七
年
度
法政大学特別研究助成金による研究成果の一部であることを付記する。）
［貝ゴロ臣：ロく○日９．ｍ．』田］・仰困の。
（３）「私が人を知れば知るほど、見出すのはますます多くの敵です。」ｍ１の【：。、［貝ゴ目⑪の。くＣＢＪ．⑪。】ｇ』．ｍ・色①．
なお一八一七年三の＆・一己の。弓の○ヶの【’塀口目目〔一・口の．【○日目⑩の５コメンバーに任命され、一○年後には○ヶの『‐
●
●
 
富のｓｏ】：一『貝に昇進する。くい』・く○口同。；Ｚ：肝○ヶ臥陣》の，薩・
（４）ニュルンベルクないしエアランゲンに帰る希望、否悲鳴は練り返される。ぐ瞑国己氏目○の［の【宮口⑩目く○日巴・』Ｐ届ｇ》
ｍ０ｍＣ②。ｍ『一の（凹口○ｍ［の『夛凹后のロぐ○回】⑫。や。』、●ムマ、。←、の。ロユの｛■。Ｚ旨晉ロョ日円くＣＢｇ・山・局ご》の。、⑭⑭。
（５）ロユのｍロロ。、［の『ず口巨、③口く○日］二・一・・の津Ｐ、。⑭○ｍ。
革命的道徳桃の弁証法
（一九八六年三月脱稿）
九
